日本における統計学の発展　第３９巻 by 森田 優三 et al.
日本にふ・ける統計学の発展
第39巻
話し手 森 田 優 三
間き手  竹 内   清
    松 一田 芳 郎
陪席者  守 岡   隆
］981年8月21日（金），12月8日（火）
一日本．統計協会にて
牝
如苅 鵡◎η
???????????リポジトリRISM
まI ｦ が き
1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）
によるもので、研究者は次の通りである。
 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ミー鈴木雪夫、竹内済、
西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、
松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）
2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を
得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。
3）この速記録の原本は二統計数理研究所図書室に登録保管される。
そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。
4）この速記録の利剛こ制限はつけないが・話し手・聞き手・研究．
代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。
5）速記録を個人的に研究するため、コ．ピーを希望する方は、代表
者がコピーしやすい形で保管しているので、・それを利用すること
．ができ一驕B
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竹内、更は、一昨午の8月に先生レ（ち・手紙を差し上げまレ
す（ときめ私（メモをもとK・しま・レて、こ一ﾌように1がラ
〃まで質問をフくク、松田君の方にもコピーを遂ブ↑くん
ですけれ一ビも、 なるべ・〈先生がい．ままでむ考さKグよらナよ
クフ1・部柱いいましょうか、あ・考さ1・な1）ましkその
行間カ・らだけでは寸分につヵ・め仔い相かナよところを先生
にお・伺いレて、イ町か記季莱として残し．kいと思いまして。
森田 1・だ、近ごろ柞常K記俺が悪く7ポ1まして、その
本（「。統計遮歴私記・）に書いてあることがすべてヵ・けれ
まセん。わ1）あいに・昔の戦手前のことは書いてさている
んです。戦．徒（二とは、どうもヤっぱり記億が藩札て一ぐ
ていまレて、 ご期イ手じ（浩之。るかどうかわカ＼り・ま！ヒ／ノ1すポし
とも。
竹内去キ毛先生かけ話を承りまして、判ガ1戦榊
方ヵぐ言乙・臆とレてはっさりしているとい｛っ打しτ〈も人／ですヵ＼
ら、戦役めこヒkフいてはいういろ言乙録等もわりあい完
備していτ〈1ノ、そういう話わ考くフていますので、で・さτ〈
ら戦利・ポイ／トき置きまレて、いろいろら・聞・ミでさ1・
らと孝之てさτ〈んです。
森田にゼ戦前て・すと、「耗訂遍歴私書乙・に書いてあるニ
ピー一。
松田 「耗訂遍歴私記」の中に、先生の子供時代の話・
パ’ソチ1レじストリーというの1ま全然人フてないんです
よ。
森田そりヤそうですね。てI?Uヒ入れていいん行
ね。
仏田 でさまレ紅シー…・・。ちょうど入学を連官される先
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先一の記術の庫談．余な一ん≡かの一とIさ’は∴子二侠午いい草して一も1
必要ナ～場合には小一学枚一ノ本1）中学使、あるいは’先生〆神’ﾋ
高商にお・入り’にな、りよして洗訂掌・を舳弦されるよ引二
一1／．つ1・’ﾟ緒1いいよす1・、．モーメ・トがござい弍レ1・！、
一そういう二とセ…∵・。
森田 私の家は大限の・市の真ん中で・、家葉は追契屋・よん
で↑よ・尺榊商人というのは・いまは速ラでしようワ
れども、昔は本当に、子供一に荻育ぐゼる・8んというの1ズ
ムダぐらいめ．F之で・、私（兄貴は∠ト年制の。尋常小学卒吏を
終えまして、高等小学校に2年行ラて、それから中学へ
行・kんですね。私はそ〃欠で・、私が卒業するとさには
尋常小学校は6千例がでさていまして、それで中学へ上
がフたんです．。弘め家はてういう職人に近いような商人
でレて、その二ろの中学棟といラのはい弐の尺学以上な
んですね二」ですからそういう家で・子供k・中寄赦肴を受1ク
㍑るという卯ちいと格タドれなんで市
 私の家は私の裡欠の時イでヵ・らキりシタン78んで・すよ。
そラいうしム・う㍗関係で、わりあいにそういうことには先
追的τ～一フ↑（んですれ。私の姉なん・か私よりノ回1）上戸よん
ですけれども、女学枝へ行さよレて、いまでい。－1レ（祖
ナ学校というでい、1こん苫いミッショ／ス7一ルが穴阪に
ありまして、そニベ行っている々で・す。私も、・グけくと
  1も中1享はおやし・が条条件で上1デてくれ仁～で寸。そうバ
う二と、で・杵常k私自身は幸手1～1にんでデ
 そのころ則にこれという思い虫はありよせんげれども、
結．局、あまl！親に負オ里をかけないで、しかレ、勉強レ杯
いというので、中学率業して追・学するどさK一番手立しヴ
学稼を立塞んτ～わけな！〉でブ。寄門学依へ行っkのは私バ
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初めて々んで・す。私から佼は、考乏といフても ／．人レから・
’1まセん・でレ↑（けれ・と“も、私’の葎疎から七専門学衣へ行
くことにはなって；ら・つす（人ノでTバ、手並の学核でつ、3ごレ
クごくという孝之方で、ネ中戸の南寄商業色i更一人ノだわけな
んで・す。
 その時砂は無試駅の制度がありまして、束来高等高菜
は楽試練の制度があ。て、神戸の高等高葉というのは作
だの試練をするんです・ね。石目上のあれτ～と思いよすけ
れども、’ Q考k作文を書かセでみて、それで、こいつは
ダメ†ぞという、3一つに、 一味外率、イ牛とする、 ぞ！〉ば制履でし
1之。私は戊積が一とお・り↑～。1・もんで寸から、とにかく
無試駅で入れていっkんでマよ。ですけれどガその
二ろは列に何を専攻するどいラ孝之わありま叱ん・で・、τ・
1～藻然と勉残してお・っ†～ですワ
 いまと迷いまして、東ネ高肉と神戸商商とは年年制仔
んですよ。私が神戸に行・て勉残している剛（、東ネ高
商の方は商科人学K身柏一しまして、それで神戸”方グラ
束末の商科文学K転校し仁わけでマ。あの二ろは予科！
年、本科3年で丁カ・5、牟粁2年イ修了で．師駿を受けて東
末へ入るんですよ。ですから、本科2年終了で床束へ末
1二んで†けれ一とも一．そのときはま〆杭計の彪残はレてぢ
llまセん。藤本先生グ講師で集中講義K来てあ・られτ・ん
ですガ、それは3年生の孝叶目て・してくから手ムは受けていば
いんです。
 東京商科穴学といえば、人．先生は福田徳三先生ですね。
一柄へ入っ1・か㌧には・．一番僻い先生につこう、こうい
う杵帯に率純78気持与で福田先生のプロゼミに入れても
㌧フτ・わけ・よんですよ。あのころのフ。口ぜ1は、先生は
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非常にやかましい人1～っ1・けれどポお・ぞらく志望しτ・
のち／1ト音ドオ采って七ら之kんじ・ヤナ8いφ＼オよ。 ヒ1（ヵ＼く・ネ百
田先生は二わい先生プ水らといって、あまリ勉強しない
のは枚丘し仁んです。私はそんナ8こと矢口’はセんから、
とにかく入っ1・いすよ。仙で、←重牟諭、師書で苑
までれt・んですけれど・も、とにかくちん、11んかんオよんで
伸。こいっぼとても住に柵ぬと思いまレに。
竹内 「杭計血歴私書ωに執っています。
松田上帥次郎先生の話（と二ろでちいとわ書きに
なっていらっレヤいよ・すね。
森田 ・メタモ1レフォーゼ・というのが出てさよすか。
これが「貢本論」に血でくるんですね。メタ七〃7オー
・ビというのが何の二とrつか全科1グけ1㌧それで・／
タモノレフォ1ビでもう先手参し㌻ヤ7て、本手下ノ年の／0月
ごろには大ケいヤ気がぐレていましk。・何をやるかとい
うあまりはフさりしτ〈気持ちポ8かっ1くんです。それも
どこか1（書きまレτ（ね。
 本科1年巧詠納残で、図書館へ八フでいろいろ秤・目
の勉穣K柱沈んどつ．仁んです。読訂の試練柿のZ～
3日間．競訂の本を列フ張り左してヤフヒフτ・。んでてわ。
その時・かあま！ノ日本語の本はκいので、英語の荻秤考で
やでしいやづばっ力＼つ虫して読んで秒フτ〈んでT一でれ・
で何かうよフと舳しろそうr～という柿に辮オ輸桟
で、平吻の勉強をケレして刈うかと思って、試疎水於
わりまし択ら藤本先生のと二ろへ行きまし仁。正直いフ
て、藤本先生の誇義そん引ψもしうくはプ8かパ・んで
す。それは藤本先生もいろいろ牧之でく〆ぐ・t〈けれど
も、むしろ、図書館焔弦で伺かヤブて〃ようという気
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掃引（な’）まレて、光生のと二ろへ行ってぢ願いをしγ
わで寸。先生採フ’でく／㍗ると・いフて、そんなことで杭
打の鬼弦をするようになプkんで寸。
核1刃 ちょっと七とへ戻11ユマと、神戸商商のとさには
どん！土光・全4ぐいら。しヤ水んでございますカ・。
森田神戸高角で一缶印桑1（然る先生というのは坂画中
蔵先生で一寸わね。これは福田先生の高弟で、とにか＜族
度の並目良で、匂うはとんど失明に近い状態〆っ．f（んです
よ。尺さな宇で・原稿を書いてくれて、こうして（目∵二に並
く引寄セて）やフてぢられましτ・ね。
仏田  そうい之ぼ、穴塚雀・之助先生が牢屋に入っている
とさ、板面先生がばと．んど失明次態不、手紙をお’書ごK
〆よフて、序文向して比、て二㌧・という、ろ、うし（いわ片して、卓云向
する気K！よ一フτ（とし・うよラ／よ二とをお’7しゃってわ’られ
まし仁。
森田 その話は知ラぬけれ一とも、それは、転向し’ヤない
んて～ろう。あの二ろの師弟関隊ヒいうのは勾．戸常K程かで
し〆。
 余談μ川ますけれどカ、私が／フ感激レましにのは、
学生・め時分ブフτ（か、尺琢・先生は神戸高商の先輩でTか
ら、尺琢先生のところへ何カ・で行フ仁んで寸。そのこう、
欠場之先生はマーシ・ヤノレの静艀尺をしてち・5れ仁ん！です桐。
私Iどわもた琢先生というのは偉い先生†～’と思、てち・7才く
カ寸、その穴琢光生が、マサヤルの翻訳をして、その細
訳を福田先生と坂西光生に見ていt・1～か州には、とい
うようナよお話を．されず（んで・、私感激し伝二とカぐめる・こ
んな偉い先生が、その先生にもプー産児てわララという、
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二1れ二はやナばりえらい」逢う’．灯と思I。一τ4．
 樟い先生ヒいえぼ、ナ反面先生といづのは列ネ合で、レか
レ諦教そのものは判にビ、うと一いうことは榊・っ仁。そ勿
こう、私どもはまビ何七矢口ニ’はヤ幻から、どんな講義が
いいか悪いがヒいう二とは’ｩ当がっがないんですよ。
 ネ中戸では戸毎偵言稀の大先生がぺましτ二ね。水島先生の次
の神戸高商の枚長。．その先生は海損諭の先生で、非常に
講義が専門．的なんですよ・二の先生は、学細先生をし
てお・りながら海復清算人ちヤラて抄フ仁、一学校の研究室
を事務所1・レてそう・いう／土寄をしているルですよ。そん
な二と青はて“さτ・んだな二そんな人で、その講義は非常
に専門台？へ私ど七にはもフで・い・よいんてぞけれども、し
ヵ＼しち！）、3ミ！）力＼ん、3こん戸8ぺ！〆’。ちフともあ・むしろく7よい
い抑。をれで学生が舷いレやって、とうとうオごイコン
トし†（んですよ。そつじτ・ら、ての先生やめるといい虫
しk。ところ．ｪ大先生ですから、学校としては至宝て“、
水島枚長先生が心配レまして、われわれが苓秤2卑のと
きだっ†（と思いますカベ、学．生を言茸堂■（集グ）まして、声族
とも，に下って一、「才レがやめてわいい何弓君τ（ちやれ。レ
ハレ、肩τ（ちグそれを反省レてくれナよけ札はオレがや拘
る。どフちがを盈べ・二ういわ何く。学生はす。かりシ
ュンとなフてしま・て謝フ．仁ですよ，水島先生という人
はイ町といっても／庫い人でして（ね。
 そういう先生の仰皐を持って私束栗へ来仁。そうし。・
ら手ムのとさ例洋二艮は佐一野善4年先生。 こ。ラいフちヤ悪いけ
れども問題にな一逕tかつ仁ね。水島光生というのは作常
にイ草い先生て“し↑（。
 それかう先生ではもう1人、保険へ滝谷善一先生。こ
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れは藤本先生の先牽でしτ（。・
 しかし、みんプよ専門の方では朴常にすぐ叶人／つっ1・
てイよ。
年ケ内 尭谷先生のお石前は、r税訂遊歴私書己」’の日本航訂
．学会の初期の二うの名前にあ’）ますね。
森田 それは、合貢に入っていす（だいす（。
 そういうこヒで・、私は、一偽を申案ということに州
まTけれども、卒業寸るとぐに、いまで・はどうか知らぬ
けれども、就職の世話をしてく札るイ禾乃先生が2・～3X
て・さるんですね。そして、そ月先生のとこうへみん1η相
談に行くんボ。私はその前ド藤年先生に、「私川（いな人
間は商色人1（は句がぬから、ど二で、いいけれども学破
の先生に六川1・い・とお・願いしてわフτ・んで・すね。先生
非常に心二配してくいフて、いるい仙骨を抑フてくだ
ぐつ†二。
 先生の口し～ミりかシす6と、先生は、学校へ一残レてヤク
τ1いという気持ちが少しは抄ありに！よっτ・、ところが先
生はまだ後・輩の先生で・すから、帥に偉い先生が仁くこ
ん．お・られて多分逸慮され仁んk’と思い弐すね。あるいは、
ぼくの成績バそれほどよく州・っ1・“・もしれな1㌦
 私．は大正1∠ト弁に比、て、横浜商商バ天正13年1二閉校レて（
んですけれどカ、新設の専門学核〆8んで、まだ教宇受陣が
そうフて州よセん。横浜南南の次表さんという（は長
崎高商の板長一 ｮ一んをしてお・バて田尻先生で、I藤本先生は
この先生の少レ後輩なんけけれビも、同い紛に外国
で勉強して外れてあ・矢口1）合い1～っ1・もんですかジ横
浜バよけれ1ギ・と先生はち1しゃっに附そういラ
孝之方がわつ工（ん〆ろうと思ラんですIｯれども、紹介し
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てい†二τ～い↑二んです。
 ところグ私どものとさには、川方寸豊郎氏が打常に秀才
て・一一一左右田先生のゼミで、ず’ぼ被けに秀才で、ほとん
ど無条件1（決まってみ・っ↑二んでTね。そのほかに、ネ高田
門下には杉本末r上田貞次師門下H仙中馬尺郎、そ
うそつkるメノバーがそろ1ているんで↑よ。それがみ
んなダメηんド。そういう情勢だフk力・ら、私枠んφ・カ
ちろルダメで＼頭を突フ公む二と1までバかっτ・んです
けれども、みんな〉竹メ／を倹牛つくれ†（んで・すよ。本多ノ奉
帥ビういラかっこうで勉残を化けにのかな。山中君ば
と’こかの亙信祖ヘレばらく行・ていまし↑（ね。それでヨ
ーロッベヘ行って丁二んです。それから地頭二君は、やフば
り神戸の同窓でTけれどわ、高垣先生のでミ1～フτ（かな。
そういラ速中は、みんな正規のスタツ7げヤηしに、何
がいろいろブス形で学旅1（くらい7いてぢりましτ（けれ．と“
も、とにかく正式に残っt二のは川村氏1人で寸ね。
 そういうことて・、私は横浜へ稲ノドして七らフτ（んです
が、本当いうと、杉本君もム申君毛それぞIれ横浜へ右を
出してあ1フブ・んです。どこ’?ｪとういう剛条へ蘇。本先
生バ朴常に熱心に私と推薦してく†～こつ仁んτ～と思いよ
す。それでとにかく私とわう／人、福田ゼミの粁上健三
君、この2人が横浜へ行くことになっ丁（んで†。
 しかし、景ネm面食に行フ1・とさ、あまリ芳げしくな
いんですれ。棟禾先生が、「セっかく来r（ん1〆けれども、
ほかトいいところがあっにらそっちへ伺・τ・方がいいん
いやないか」といっ1二もんτ～から、（笑）こっちはもうダ
メτごと思っ↑（。イ黄戸兵のヲ予毛ムのあT（1）を歩いて、 これは
毛う横浜（見納めて～と恵フτ〈。
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 一そんなことで、先生1く孝榛告レましτ（ら、「それじゃお真
之・．むう一遮神戸へ行・てこい」といフて、ネ中戸ぺ行フ
プニんですね。そのとさに、ネ亀田ゼ’ミで、フい10年ばかり
前厄んゼ、私の神戸の同窓雄下粒パ大件次まってわ1は
レて、私が2着手にぞラっτ・わけで・マから、水島先生1ごの
滝谷先生・にも合フ江んでTけれども、rまかにいいヒこう
グあっ1・ら・というよ州語で、そんな劫ラ叶横浜
に決ま．りまして、横浜へ行フて（んで↑。
 神戸の先生で・いろいうありますけ柞どわ・そんダこ
とじ’やオよいですか。          ’
竹内 先生の「赫訂遍歴私記・には、その当時横浜高商
でし航1t字1こけレやなくて、金融諭即わ担当な市1・
．とか一
森．田 そのこうの糸允計学というの1武端つこの学問で1あ
まリ重要秤員げぺよかパ・ですレ、時間毛．少オハ・ですし、
そ（ころは丈伶、穴抵2科目は持仁ごれていよしにれ。
それは束束や神戸の欠字でもそうですよ。みん㌃、主な
や≒フ岬かに、2次的なものをそれでれ2’ﾈ目は犀則と
して千寺ってみりまし丁二。ですから、瞬二本先生ビって保険
と梅†でしょう、福田先生だ1て尿諦と政策でしよう。
松田 中山先生とか杉本先生も、尿諭のほかに歳計学を
千守ってあ㌧らねレτ（ζ
森・田 そういラことで寸ね。それで、祷訂と中山先生と
杉本先生が交代にやフとフkんでしょう。とつ一ｿもいや
な．墲??`かラ、てにでrち・ま之釆い」といフて、2人で
相談レて、戦手後ぼくを引・張っ†・ηけηよ。
竹内・ ちょうど先生バ局・長・をされているとζに、最初に
弓F常夢ウで一イ爵にお・児之Kならにまレて、 そのとご4ムか閉
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ミまレ11講義が耗訂各論という名前で、／温問に／握…1
森田  さっとぞのとさは、中山先生φ・杉本先生が’季売言†の
方をや、てあ・られτ（一…・？
竹内之之、交イ↑でやフてあ・られまし仁。そ川ユかに統
計各論があ1）、森田先生が担当ごにてお・リましに。
森田 ぞうでし†・ね。一でれで潅有税訂がなんかやフて・ん
でしょう。
竹内 いや、私記億が州よすけれども、椎ヲ則椀訂。方
です。
私、2斗年に先生の誇我K釧｛です。実は、この間家
で大学時代のノート色ちょフと詞べγんですけれビわ、
そのとさに私の記憶にあっま↑川ま、2斗与の夏休みに、
先生の「糸毛証本訴r」とハ閃イ禾で、ケニーの「H0し七わe帆孔t1C∫
○チSt久引∫t’ics」 を古！ト屋で免っけよして、 これを虎タグ実
しましτ（ら、先生の講二兼が非常トわダリヤずくプよワに記
憶グあつまマ・で万φ・、ら、い舳る推測税計学のれ講
義ナよさつ†（と思いよす。
森1記  「歳計名論」 て“そん・なことやっτ（一？そ うて“すか。
竹内 詳い瞭は、あの当時筆記訊、歌はなくて、レ本。一ト⇒是
魚て「しτ（。
森田 ああ、そうで・す‘φ・。k一くざん聴講者がみ一（んで
しょう。
竹内 聴講老は穴停ノ0人合て“、私は毎週尤τて方です。
森田 ああ、そうですヵ・つそんな当時勿こ．とは忘にち弐
つτ二。
松田 ちょっと、私何度毛話を引さ戻して中レわ1クない
ルて“すけれども、天正11キに束宋商尺にち・入’リ・！よフて、
            10
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†ζしが穴正12弁が閃来大震笑て｛ございよすね。そうする
と、先生は、一制・あフ丁（校舎て“最初習われて、それか
らその後国立の方に列フ越して、像ばずフと一一…。
森田 いいえ、国立へ行っ仁のは昭和牛年です。ですか
1ら、それまで“は一存蕎ズ、あそこド仮ノぐラックをつく’）ま
レて、．それで“ゴつとやフてあ・フ仁んで“す。て“すから、私
は全都ベラッ7で／年干ヤー（．
 そのころ、宋末商桝文学はとニベ行くかといラんで“大
いに請良諭レよレ’（、 こノV才よ来佳辰背のちま†・こでは、兜～夕爽でξぬ
かゲもっと閑静何と二うへ行って、雄大な自然の沖で
勉強するという議論を吐くヤつ勺あれば、私なんかはむ
しろ反対し弐して、田舎へ行っkら中っばりのんびりし
てダメて“、こういう雑踏ハ麦kで世間と密着して勉残
しなさヤダハづ。そんな鮫諭き、学生同士、㌧柄を考え
る倉・τごとかて“やってあ’’はし1・⑰箱狗、．あの場所1久、
箱ヰ長上地の樟曽してら・フす（場所オよんですね。
松田  そうしますと、あのこう、先生は図書伐宮でいうい
ろ卒を読まれ仁とお・つしヤってい．ましτ（けれども、あの
こう甲書館もバラックて＼何とか差し克之オよ＜一…㍉
森田 図考館は妹け残っτ・んでて。非常Kそういうとこ
Iうは偉かフ1・’です々。図書館は、大震災の大和中て“み
いよが協力して一守・τ〈んで“す。図書館は焼けなかフτ（か
ら、書物も大都分は助かパ・んで“す。
 τこτ～、荷先所にありましで（村瀬文庫が腕1プτ（んですね。
村瀬文庫は森年先生バ管理してお・られにんて“、ヂ寸1頼光生
．は藤本先生の先生ですから、村瀬文庫Kは朴常にいい本
があラ仁んで“Tね。それが焼けちヤバ（んで“、褐固先生
が駕られて、「藤本、お・ま之川責イ岳ヅ！・ラて  先生も
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露骨て“、そういうとこうは非常にミフい．ですから、蘇年
先生すっヵ＼り恐ネ宿し‘らヤっ仁。
 あの像、私大限に帰フていまし仁ら、藤本先生から、
「村瀬文庫が焼けにから至急補’允しなさヤなうぬ。何て“
もいいグら、大限ハ丸善へ行っていい本を片っけしか5
貫フて二い・と電話と．いいまして、それで・大限の丸老
へ何フて、イ呆陳の本のこ・とはわかりまセんから、糸充訂閃
イ禾刊本を芦ワばしから別フこ依いて、束末へ送って勺5
フ仁二とがあるノ〉ですけれども、 そa）とさは打常K／命千失
1ご1τ・ね・好きな本全都貫之る汎パ）率レカ・11・で
Tよ。
オ公田 「ヘルメス」ヒいう雑誌は、後て・一稀て“戊未これ
1こ先生方バ欠枢あ・書きにオよフていて、先生1ポポルトペ
ウィッチの小散～麦則。というのをお・書きになフている
と略歴にございよすけれビ七、ボルトキウィッチを読む
ように戸よらね一にきつカ＼けは一一一・ξ
森田 それは、卒論でドイツの文献を中心にしてやって
いまして、そ（中にボルトヤウィッチの「ノド数の法則」
というのがあるということグ出てさ’まレて、これはぢも
しういと恩、．↑（。 そ六ヒき、蕨＼本先生月後輩の、ヤげり
一橋て・損害保険の講義をしてあ・らにk夫生がいまレて、
そめ方がその当局守月一口ッノぐに留学レてあ・られまして、
そニベ藤年先生ガし正7ちヤう本を頼んで“．ら・ら札kんで“
寸。そういうあれグあフτ・もんて“すから、私も、オぐルト
キゥィソチの「・ト牧の法則Jを先生ち通じて買っていτ（
ビ〈ようにお・願いしてあ・すくんて小すが、それグ届いτ（も
一んです〃＼ら。
            12
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 その前に、「ヘルメスユ と＝いう雑誌は尺正1．2年に第ノ号
が出〆んでマよ。〃か、人正一12弁τ～と思いよす。
松田13年に3号でゴざいます〃・ら、それぐ．らいだヒ思
います。
森田 私の中学の同窓て“、束郡へ行φ＼れkネ士会学の高田
先生のぜミ手～っk水本孝明というのバいるんて“すが、そ
れがその禰集のイ士号をしていまして、「森田、ち・まえ考け。
ヒいって、ばくにチャ／スをく付・んτすよ。そのとさ、
ぼくは第ノ号には㌧相関分析の応用をレk何かを書ドk
んで“す一そ丸もと二か深セ1ばヶ！よくとも題名ぐシい汝て
くるかもしれまセ．んが、与いといま志㍑レ1くけれど
も、 それを第／号に11著1さまして、ネ宮田先生がそれを見ら
れて．膝幸先生1・「ら・ま之（とこうのごういう男、これ
1式どういう’男τ～、 二いフき〃＼わい〃べってヤブれよ」ヒいフ
て舳てぐす～で11てこ・とを、終本先生ヵ・ら．閉いにんです・
私がフ。1コゼミめとさにネ竜田先生のそ二にお’フτ（ことは、
先生〃分忘れて，いるん1～と思う市ビも。（笑）
 福田先生のプロゼミのとさに、ゼミK虫て学．生ハせ諺
をし・てくださってお・フ↑〈のが升蘇先生て“寸。井藤先生が
ま†ご貝カ手で、丸カケ主で。
 いろんグよ誘にな∫）3寸けれども、文正11年ですから、
～・州・本が簡単に手に八州いんですよ。「賃率論。な
んφ・ち・いそれとは買批いんて・仙。そ札て“芹藤．逍岦
生がいろいろ手切＼けして、方々の先生がオ寺ラている学ネ安
中の「貢本論」を合邦集めて・〈ださフにんぐす。私は増
地先生の持ってお・られk本を貸してもら、て、増地先生
の家へけを拝借K行フk二とを一o之てい打h，け
い．プ1・う1・し」て榊柱動員レて・それてけ賃榊・を
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ヤブτ（ん」でTすよ．。    一 ； 1、
ヰ公田 大1販の丸善でいろい一う本をム買いk〆よフに÷．ろは、
穴’ﾌこんな牟力“てい1・りしてお・もしうそう1どというこ
とは、どういうものでち・調一ベレこな・て一いτ（I墲ｯですヵ＼。
森田 それはいろ．ん！バのから、それからそれへと．広て
くるんです。
松田あのころで’すと、「JRS．∫。のフックレビューな
んていうのは・…イ   ・〕
森田 まだそん一か掌術雑誌ち読むところまてソよかなかチ
が行きまセんわ。．
 むしろ私は、ト・イIツの．諭理学称で卒論を考い㍑です
けれビも、高田イ呆馬先生の一「欠敏彦訪」 というのがあ1）
よすれ。あれともう’つは財郁先生の「ケトレー．の研究一、
ああいうものを読みまレて、 その中に失てくるいろんな
参考卒献をにど・ていフk。・高田先生の「穴散浅諭」の
中に虫てくるような文献’で放之。てわらいまレて、 ドイソ
の諭理一学旅は・カウ7マ／、フオルヒヤ．一、二の2冊べ．
種。李すご、フτ（ですね。
松田竹内先生のメモ．（．中に、ド〃流計学水の影響1い
いますか、 そ二、らのとこうはどう．〆っす（んで“レよう・かと一
いう質問があったと，思ラん／ですけれ・ども。
竹内 森固先生の，「施打率歴私記」を児さセてい枇ださ
’ま寸と、ヨーロッ！ぐ留学．のとさは、 ドイツ．よ1ノ才一7ト
リーの方が非常に印凍が一捻かラτ（んで・し上うζ193ク年て“
しょうが、先全がドイツに・一、
森田 ドイツにお・パ（とこて“すか？・そ札はやっぱり、い
ろんなサ文治的ブよ関イ采で寸．わ㍗」
            14、
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 私がドイソヘ灯さよレf（のは／93ク年でマかシ、カヲヒ
ットプが政権を取って、ヒットプの最盛帥～フて・ん
で“すれ。でTカ＼㌧、ユダヤ系の大学の先生はヶん・よバー
ジで主色ん虫されまレて、 文学にはあよりら・わレうい先生
はいナよかつτ（で↑よ。そのころのトソッの4先訂は、あま
り元気なモんびヤなつ・フkで’すね。
 私がべ〃l／／に1着いkのは、／937年の春、5月ゴるで
レにわれ。学期バ拍まフていましす二ヵ、ら、着いてすぐは
欠字へ行けまセんでレたし、もフば5ドイツ語の勉残に
逸1でいま・して、その冬学期、ドイツのべ1／リノ大学と、
もうノブ、ホーフシューレ（高等商業）の2フヘ行、τ〈
んです。べ）レリー m大学のナはオットド／ナという弟い先
生が講我に来ていまレて、軍服着て来るんですよ。あ乃
二うて“すから、 どういう関株ドブτ（かわかリまゼんけれ
ビ七、とにかく軍矯k身を置いて講義に来．てお・パ（んで・
すね。高等商・業の方はξヤワ．ルトという人がおリまレて、
これ「積．討抵犀私記・にも書いてありますけれども、あ
まりお’わしろい講義し・やなかフτ〈、ですね。それからフー
ケ“マ／。ワーゲ’マ／は欠字て“はき拳義レでいまセんで、フ
ーケ“マ／の例の景気研究所というのバあ1↑・でしょう、
そこで1士序をしてあ、っ1・んですが、李舳先生ですし、
一虚訪ねていっていろいう敢之てもらち・うと思って行ラ
†（んで’すけれど も、 ちょ 、 と キ ヅな彩で’、 あま 1）印象は
よくなかフτ二。ユダヤ人でレて、書い仁ものと人分印象
が違いまレて失望して帰フでご咋んで“すよ。
／93峠にナよ’はして、あと千分ウィー／て“勉残しよラ
ーと赴フてそ勿準備をしてあ・フkんで・すが、ちょうどをの
とさにヒプ トラーがオーストリニヘ侵攻しまして、 合併
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してしまっτ・わけなんですよ。それで“、ウィー／大学て・
も大・瞬重力て“、ユダキ末の先生はみんブよ着1こナフ／まして、
学校はてんやわんヤで’、ほとんど千分外在みτ・いな状態
て“しブ〈ね。杭打開イ末の講義もあまリあリまセんで’し仁し、
めばレい先生わ吊りよセんでしに。づ列のウイ／クラー先
生が牟未は講義丁引ま．す“｛1・ηで、私はウイ／タプ
先生目当てにウィー／へ行フkんですゲ、先生の臭ぐん
が’ユダヤ人なんで’すよ。そういう関イ乗で、やラば！）八。一
ゾて’、大学の講義て“河くて文学を首にナよつまして、何
かオーストリーの流計句の局長をしてあ・フkクレーゲ川／
ヒいう人バ講義してなりよレτ二けれども、あま∫1有牟な
／・て“もわりまセんじ、大学の方は断俺レまし1・。
 少数民族研究所ヒいうウイーノ尺学の外郭稗閃の研充
戸斤州りまして、そこの1士専はウイ／クラー先生が続け
てや・てお・られて、所表色してお’らね一ましτ（。図書室が
ありまして、補き言†の牟がそクフてあ・フτ（んですわ。そこ
ヘウイ／フラー先生を訪れていフて、先一生K直接指導・レ
てわ㌧ラて（わけじ’ヤないけれども、その図書室を使ラこ
とを許してもシいまして、それでず’フと毎日通、てあ・フ
て二です。
 尋稀室に女の寺務室が3人ばかりあ・りましす（バ、みん
・～榊に鰍刀にせ諸レでく～・んですけれどわ、そのう
ちのノ人がやフばりユダヤ人τ～フ丁（んですれ。ヒットラ
ーが米よしでか9、二・タヤ人道板で’そのお・．妓さん・もやめ
うことになりまレてし ヵ＼わいそうτこつτ（で’寸4つ。、
竹内先生のあ・話で↑仁、そφ当時航計学のレかるべさ
先生方がお・られなかフτζわけで↑が、そのとさに、人口
増加。）勿＼折の学位諸ギ文の大4本刀珂充を完了ぐれkとい’〉
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二とで’して（φぐ。
森田 稲局、いま勿少数民族研究所で耗計文献をいろい
う利フラ長り式レて言免んでいまして、 民力実関イ禾で↑からど
うしてわそういう、3、うな人口文献がクいん・で↑よ。それ
で、ぞいの方にビん1～ん集中してい1す・わけて“・す。何
となレにああいうかフこうのものがでさましト。
 むしろ、ウィー／尺学は素’句1研究．の／フηメッ方〆・
τ〔ですね。ドイツて“すチスピこ追わわイ（人グみん何ウィー
／へ行ラて、ウイー／入学の石汗充所でいい研究をしてら・
っ丁二て・すよi。いま房前ちいと出てさまセんけれど、、
いろいう・一一”。
竹内 モ1レゲ／ンユテ1レ／教授も……。
森田 モ！レケン／エテ1レハつの・いろ々！よ人がそ二に集
まってお・づτ（んで’すよ。それが、やフばりヒットラーの
ウィーン侵攻でてんやわんやて・、みん々了メリカヘ地げ’
でいっ丁・。そうい’ ､ことで・、そちらの方毛．?蜥|打幣
を受けましτ（。ちようどそのとでに、ネ欠巧柴田敵先生
が夫婦で留学していまレて・、私がウィー／へ行・τ（すぐ
後、柴田君が采†（んですよ。 それぐ、一箱にウィー ／η
景気問愚研弟所へ行さまレて、所員の人と面会しようと
思フ†〈んで“すけれども、そのとさは何かてんやわんやで’
して、みんはウィー／を迎げ’ムす算羊史をしている・！ンでT
よ。 モルケ“／ンユアノレンなんヵ＼  その分レ前にアメ リカ
ヘ挫け’ていってしまつにんですよ。柴田君と一糸者に1「ク
ィー／うタ“メ7ご／よ」といフてτこんてぺす。
手公田  あの当日寺、先生がいらフレやフ仁二うには・アブ
うハム・ワルトなんぐもアメリカヘ行・て仁んでしょう
が。
            〃
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森一ポを1つで一す∴．私ろミ打÷十と一さ一に一は1ま十～会二，τ÷＝んです
けれ。どわ、 フIルトー氏む丘いっ≡ちにアメリカヘ行くん戸と
．いう二．と一 ﾃ一紬研此所の1人グら開ζまレ㌧
 あグろ、’米い表紙一で簿’。ぺらのパン7．レントベ、一ウ
1一ンの経斉研究所がら／リーでで尤てい1・でしょう、
いろんなのヵ∴舳1えいい楴でレ1孔㍗があって・
もんで’すブら、ぼくはむしうそフちの方を勉残しτ（かフ
τ二・ どこIろがそれがもうでさ’なくオよノ1よレて、ウインク＝
ラー先生の研究所へ行一ラす（亨人口競訂の文献が中心↑～。
†・もん〆グら、そ〆をやっ＝仁わけ々んで’T。
仏田 そういわれ一でみまマと、先生が「物価楕敏の理論
と突隊・ヒいう厚い本を工・書きにプエフkのは、す。しかド
イツヘ行かれる前です．れ。
森田 それはもう前ですよ。
ネ安田 そめ前ユ〈、「ネ充針布証享肴」．の・前身・のBε判のノドぐオよオ・
を、森’ムでわ出しにグよ1はしτ（でマれ。あれが手塚寿郎．
先生の卒犀の中k人フていτ二のを私見よレて、それで、
「はア・森田先生の青の本はこういう桝～パ・のか・と、
．非常になフかしく競んだ記偽バあるい・す。
森田 あれは昭和7年でし一よう。あれめ原稿料で、ぼく
は箱婚し．トん、ピ。（笑）I
竹内 私の記憶K間違い与ければ、先生・の局長時代の官
舎・、二ろらドございまレτ・れ。あれさお・伺いし★とさ
に一Af（レか印税でビ’ア’ノを噴．われ・穴とかいわれま1し↑ん。
’森田 ヒ：了ノになフ仁印税・は、．・物価指教」．r杭計杭諭」一
、で箱娼レて、・物価楮数。．でニピァノセ買フ丁（んです。ζ実一）
松田 あのころは・’和計学1．（1関了．る二番一ちニアといこ青竹べ．
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あまllない日寺代τつっτ（と いう記憶バあ つ ます。
森田 ないこ一とわオよいんで↑iすれども、作常に分4かっ
1二。みんな夏フても貫之る符度（数τ～フ江。
竹内  「嵐訂欄二諭・の初版を先生グ忘書きになつ†（二う
のいろいろ昔心談といいましょうか、それについて何か
お閉かセ1いf（だけまTでしょうグ。
森田 あの本は、講義の原稿伏ああいう形にプん1～んま
とまフていフす・わけ才8んで寸よ。講義の草家を、最初は
カ“リ版屋さんへ頼みまレて、がり版て“本の形につくマて
もらって、 それを学生さんに突貫で買フてもらフて二合葺
義してなっkんですね。それバたんkんああいう形によ
と圭フていフ†（ルです。私バ税討の講義を推州このが昭
孝口2年ですから、あれはク分昭和7年て“すわね12午ば
か1いそういラヵ“リ版刷11の講義牟をつくって、学生さ
んに買ってもらフて、それがああいラ形に．τづんだん麦と
まっていフ丁・わ1す戸よ々て“すれ。
 いまわありますけれどぺ神田に森山書店というのバ
ありまして、森⊥、書店というのは、横浜高等商業の先生
方が老く雑託、「商学。という后前をフけていよレ↑二け牝
ビも、それを世話してくれセぢ7プ（本屋さんなんです。
私が㍑「商学。勿捕集を手伝わでれてあ・っτ（ヵ・ザレ
よっ．迺?､閃株がありまして、それで“私の本を出してく
れまし仁。 そういう一関イ禾て“、参充計学会が始まって会根を
残すとさに、私がそ’ういういラん！よ小使い役をしてぢっ
†（もんゼが’ら、その合板と森山にヤブてわらっτ・二んで“す。
それからず7と．その関イ条ですわな・
竹内τ・しか駒ク年で†と、いま松田移わいわれτてよ
うに、まとまつ仁単行年というか、適当な車行本州牟
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てソよがフtこんじ’ヤないていすか。
森田 日本諸⑦不はね。F就訂。遍歴一私記・にも書いてお・ぐ
ましτ（け打しとも、 とにう＼＜日ノドの糸宅計学というのは、 大二
正／0年前後バ／フφ工．ホックを画しτて時期ですわね。
 そ（ころ一に、束欠1・有沢、一編に柴田、郡、京者ドに賂
川、岡崎、関西学院〆田村、同志社の朱藤、巧あいう先
生が一斉に土てさ†（んですれ。不思議て“Tけれども、そ
ういう意味で日本の緋す学の新しい／フ卵手代1～っ↑・ん
ですね。わちろん琉計学そのものは、．いま（／っ前め記
曲打↑．けれどもね。そして、数学の勉殊をしてぢ1
†・れ、そザろ少しず’っ統計数学の専門家が尤てさて
お・フ†（わけて“マ伺。そういう二とて・、大正ノ0年というの
が／フの時期1ごフkんじ’ヤブよいでしょうか。
松田 新しい流言†の文献バいろ、いろ尤拒めkころげ、捲
いいんと郡さんの間で税訂の本質論争が盛んで 丁二tく
こういう言い方をする、と、本質論争のあ・好きな先生には
し力・られるかもしれまセんけれども、私ビもから見ます
と、本質請争というのは、あより意禾があっτ（よウには
忠之1よいのです。先生のお・書きになって州まわ勿を
ずっと拝見していよすと、ヵ・プよ’）早いころかうキートの
実証研究とか、そういう．二とを並行させていて、本質’論
争にはあまつ深入1）なさらなかフ仁という印象があるの
で’すけれど七。
森田 私にはむす“か・しくて、わからないん〆。（笑）
 これは、詳しい工確なことは忘れまし↑（けれども、私
は私プガリ（、蛇・川先生なんかには／食ラてかかっす（んで’す
バ、お・ま乙のようオよ考え方では吏を結ば〆よいと、先生・い
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うん〆。 し力・レ、私にいわセれげ、賂爪先生ナよんか（考
．之方は実を箱ばないと恵う〃ド。（笑）それは「突」とい
うものφ内容グ主うんて“しょうけれども、孝之方によれ
ば、私には諭理といバ6がなくて、実践だけしカ州・
フ丁二ん7どろうね。
 それ力・ら、遊川光生と郡先生の論争も、ビニか、かみ
合わ々いところがあっτ・て“すね。論争というやっは、皆
カ＼み合わないグよ。（笑）
松田 賂爪先生はネ郡でいらっしゃるし、有沢先生亨束
穴で・、束面・ともに李質論争φ沁好ぐという卸桑バ、私ど
、あフて、本質諭予と剛禾のないとこ．うで実証と箱・びつ
くようになパ（赫計学という．のは、私とい・ら，見よすと、
先生の前斧がら始まる〃州いカ・という印象を椅1て
し1るんで・すけれビ勺 。                        ’
森田 それは学問（橋が産うんだかザそんな尺てれτ（
ことはないと思いよ寸けポしとも、布天先生．の牟質誘㌧も、
これま吋常にい“かしい灯、本質諭であるよ仰、
グ8いような、仏グらいわセれば’、漠然としτ・ものです仏
こういっちゃ、有沢先生まτづ生’一 ｳてわられるから、レか
㌧にるかもしれ？いけれども・、有沢先生も・年当は税訂
（地蔵をし†・くて館めτ・んびヤなしに、それをやらされ
ア（ん’ﾄづよね。 先生はやっぱり、イ町といっτ（フて二経希学、
特：と狂金主義経済学をやり仁かフτ二んで・しょうし、先生
の書ヵ、れにものは1者、そうで7φ、らね。 ですから、有沢
先生は碗訂（本流の方へは、あ・まり深く人フてら’られよ
セんでしτ（ね。
松田す・ド、私ども、そこらのとこうで伺ラて帥す（い
と思フてあ・1）ます、勿は、南野岩三郎先生はわりと実証一的
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々、流計でこ」わ一更地トニ自分て・1家≡言†鋼一査を’fゲイシされるI一と
ヵ・・い’ ､二とをお・セ1プにオよっ一て一いて、相田1徳三先’生Iも」、」す三
しか関東欠震災のとさは、力・一ポ）調査の復11に立って・いろ
いろプよお1壮専をなさフてあ・ら．れ1・。そ一ういう、1下うなのと
は違うて、いわ中る作乗され〆徒訂の解析に耗計介一祈の
雀、点を当てようと光生4べお・孝之1（なフτ二のは、一イ李どう
いう、1・うな効俄〆っk州・、ちいとお伺いしていf。
いと思フていτ（んです。
森田一むでかしいて“すけれども、高野先生と福田先生は、
天変イ中がよかフt（んで’す。 肝胆禍照らしてなられ一仁。 し1
まいフ†・高野先生・も、月島の労働首の家計調1査をおやつ
1こ、六よっ†（し、ネ宮田先生も、震1集のイ1乏、実：ナ包詳弓査、非常に興
味ち持ってあ・やllになって、調査という共体的戸凍体に
人1ていこうという気持ちは、やフ1本0ザ学問研先のイ
チ“イロで一向勺なイ則面と、 カ、な！）鎮肴 しk石†宛のイ士オrげや
ない．かと思いよすね。
 私にはそ’れがないの、む．しう二そういう二となしに、．、
丁（だ数の上に、成てさすくそ（一現象をとさはぐして、それ。小
弓何方、を7勾・む二とに興味を椅？．一A こうい＝プ非常kあ
る意味で’形式的な、実質．のない、あるいは空疎オよという
．ことにナ8ろかわしれなゾけれ一どポそういう二とにいま・
でも興味ヵくあるペノですよ。 ですから、 非常1（形式的何学
問州土方、とい今か、物の孝之方ヒいうヵ＼ぞうい．う意味
では、学’間ヒいうものの考え．方州陣ド域はかであると
思いま↑．’1ブれどもね。
松田茂はヵ・かどうll・は別j・1しまレ・て、．そ．・ういう一ﾓラに、
㌶之になフてい川工・幣本先生・の彩軸喰がラ1くと
考、之ていい9．で†か・それ一とも、藤年先走とや年体自
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であラτ〈・一一’？
森田一．こういつちヤ悪いで・すけれども、私は耗計学1・関
レて、 そう藤！卜先生の学問的な茅タ響は受けていないと一思
いよすね。
仏田 そういわれると、はっさりhかりまレ仁。藤本先
生は一僑の中では、統計学の先生の闇相。みて（いに7よって
いる。記念論文集とか、その他、私、ちょっと好奇心1・
駆られて託んで州・んで・すけれども、保険の先隼であ1
て、桁†学の先生一という印象をあより受け78〈て、そ
こ（ところも／フ不思歳で、知！1仁かフ仁ことなん・て・す。
森田 二ういフちゃ、ブ8んで’すけ札とも、先生はやっぱ
り保険バ中心で、さフさもいフkように、2つ講義しな
ければな、ケオ8い。それで保険というのは、／ジ8〈とわ生
命保険（方てい之ば、それは生命稼訂Kのフか5なけ札
ばでさまセんカ・らね。 しカ・レ、海上冴険ブって損専保険
丁ごフて、才員・害というものに7いてのノ統計幻な七の、7ア
フトにめフからな1すれば経営していけまセん〃・ら、基礎
には硫訂があるわ岬んで↑けれども．Aしかし、㍑二
うの保険学、特に海上保険掌というのは、これはむしう
法律、約款諭て・すね。藤本先生のイ禾陵諭も約款諭ですヵ・
ら、ちょフとこれぱヵ＼み合わな1｢ですよ。先生は千奈来づ呆
険学考で・すから、統計というめは、そういう制度上、あ
る意味でソ土方なしにゃってみられkという二とてい、私ど
もはそこに、＜っフいていっ仁わけなんです。
 そういう意味では、先生勿影響は、人衿的な影響は尺
いに（lf〈†ぞいていますけれども、 し力、し学問」二句1彩饗は、
そう私自わないと思ラて」川ます・
松田・というふうに杭て・い．さ．打と、先生岬砂腕
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訂柘諭・、’をま一と1幻られ一で、その大に、大看g戸物個一柏教
の理論と夷裸・をあ・つくllになっている一とさ’に、一鋤
饗を受けτ（と考えシれる外目、ヨーPツノくの学者といい
ますと、どういう方の影響を一受けられ仁という二とにな
つよしょうか。
森田卒剤・「ドイソ．@理学派・書きましkげれども、
そういうわのの影響は、ほとん・ビ残っていまセーんわね。
才蝸そ二のところを、．私1よ一度伺・て川・いと思って！
いτ（んです。 ドイツ風の本質．論といいよすか、ああいう
の1こ逝いよう嚇計学ヒ閃俵榊くなられ1・とこうが、
一イ本どういゲ…一。
森田 プ↑くブよフす（というかね一一…。
形ミ田   どういう形で・そ うし・う、3、うにプ8って、1っτ・1二4＼。
森田 それは、■私自身の孝質、能力、そういラも力を突
っムんでいく1どけ勿カが！みかったということが本当かも
しれよせんね。しがレ、弘め学剛ま、学問というとお’こ
ヅまレいですけれギポある意味では非常に実際的なん一
ηよ。そうヵ・といフて、ま1二別く非常に更神・八表面
的な毛のうあるんで・すけれど’も、どフちかといケと形式・
的ヒいうへどういフ．てい一い〆、自分ですとよくわかリ
まゼんけどね。
竹内 先生の㌧統計砺己誘rユの初乃瓦バ、 そのこう片反を重ね
られまレたね。そのとさに・、徒訂、解析、あるいは勿＼祈的
仔観点、φ・らし5・↑と、ドイツの碗計学よリ、は、ユ．一川／ヒ
1・ポゥ・レーとか、ああい州・近いような感Iげを受・1アー．る
のです。I
森田 そうです。席局、イギリ又の記地紋許、あ．の七生
方、の彩饗バ作常ト弦かラア・ですね、ポ、．ラ．kT、ユ．一．ル亡
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すね。 実一隊、亨脊義椎め土してから、 元フはうイキりスネ充
計学で勉残して、それと相五しr（というようびかっ二う
になっていますわね。
 ドイツト行さまし†（とさに、最初K書いt〈「祷訂椀魂
ち斗～8冊持→マいって、．ぐっさのドンす1こやつτ〈ん
で↑よ。べ〕レリン尺学の先生1・会って誘を．閉いτ・とさ1・、
符フていフて、むみやげにあげ’τ・んです。そうしにら、
「あ・ま之は日本のユーノレだな」といわれまレ仁けれども、
（笑）荷馬、そんなかフニう！・プよっていますね。
竹内・先生は、ドイツ、オーストリ1二いらしτ・とさに、
イヤリスドは行力＼れながフ†こわけでしよフか。
森田 列；・、’イベ“リスヘ〔って勉残丁るという気符ちは
あリまセ＝んでしkから、↑二τづ、旅矛τて㌧家フブ〈丁ごけで↑け
れども一丁さ州プ・いまξ違いまして粉で．行くバすか
ら、普亙ならば、マルセイニしに上一がって、それヵ＼らトイ
ツヘ汽打行くんですけれども、私は、とにかく一遍イ
でリ又へ行フてこようというので・、マルセイユがらずっ
と弁含て・ロンドンまで、ユ週一間並くがかるんですよ。ぐる
っと回フていくのは／0日ぐらいカ＼〃、るんですよ。 し〃＼し・、
マ1レセイユまで行きますと、大体みしな上グつまずか．ら、
後、粉は柞常k閑釈K州まレて、私は2等で／すフて、
τ・、㍗ん、マルセグユかう／等船室に入れてむらフτ（と思
うな。（笑）杵常に位はイ憂遇ノレてくれ一るんです。 のんびり
行きまレT（。て・すカ＼㌻、イでりスは戦争前は、戦後プ’フ
て、一ﾊ1・そう未／行フ1・わけレヤあリま付けれどガ
あまllよく矢Dらないで’す．
竹内 先生がいらしk当時は、ヵ一1レ・ヒ・ア／／は亡く
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〆工一 tていまして、あの当I時、一イキllスの流言†学界のll二＝
ダー手斧φ人はどう汀ん。でしょ うか。
森田 ピ7ソ／が亡くなって、E・∫・ヒ7ソ／はあり1
ましτ（けれども、まド君がラτ（ですね。ホ：’ウレー一先・生は
お’られτ（な。ユ’ノレわら’リまし。（ね。
 私がボウレー七生k倉っ1・のは、プラヘで’国濠箱訂《
議がありまし1・ね。あのとさドつ1・州。c。、1ミル、あの
とIざすこと、肇います。
竹内 先生のご本を毒充みまブと、青は、．在外研究頁で行
かれる先生方の徴も〃～・つたて・しょうし、行φ・れる場
所やあまつ広範で帥＜て、よく規キ色で矢口つ合い桃生
にち・会いい・なろ、ゴ夫妻にお・会いにオよるという二とが払
てさてお・りますけれ一とも一、青は、そういう、点では、ヨー
ロッバヘ行く場命には・2ヵ月もがかポあれは40日です
か。
森田 佃日で’すね，
竹内 特にそういう点、で、ヨーロッペで、矢口つ冶・いの方一
に頑歩合わセ÷れよすと、まτ（親蜜の度が深＜．なるわ1プ
で†ね。
森田 レかし、私は、いま【（人の方が自主的に．勉強して
おられると思うけれどもれ。あの二うは、サん4雄一んぐ’
いましによ。（英一）
松田 杉本米一先宇勿盟官のとさか、亡くなられ・戸とさ、
例年報を見てぢ！はし↑くら、．竹串に言手細々メモで・、よく
遊んでいるというとお・かし＝いけれども、青果会に行かれ
仁つ．観劇され仁り、いるい’ろしていらして、私の習いま
しに先生で、室谷賃治郎という粒1彦学の先生が川ます
が・あの先全も、後で蔵育整一理す’るの芦辛’†伍いレレら、
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さちんとスクラップブックに青果今のプログク、人とか何
と力＼・ず’っとチ氏フていらして、年1リ三代冷・先；生むそうで、
唱さん非常ド優雅な外国生活をi茎ラれ丁（んだなと思って
見ていましτ（。
森田 それは私τえ’って、私でもですよ。（笑）ベルリ／に
お・っτ〈間、それからウィーンにお・・τ〈間、一番丹念に行
っていて（のは才ペラでマね。少戸よくとも／週一間に／遍は、
・才ペラド行フてい麦†ね。そして、オペラの切符を買う
二とが欠きなイ士辛rづフτ・。
竹内 先生のご本を苑ん・で・ら・りまTと、τ（と之ば、㌔ウィ
ー）／でいろいうな才ペラォより青味会の芥を買われると．さ
に、ケ1レソトす一衛のフ。レイカ“イドで・買フτ（という二と
が書いて、ございま↑ね。
森田 そIんなこと書いてあリましで（カ・。
竹内 私わウィー・／に行きましにが、いまで’も、オペラ
劇場・のすぐ手前の角のとこうにフ・レイがイ．ドがあります
れ。
森㌧田  ノカ所丁～げし’やなしに、イ百カ所丁φ＼あるメしですよ。
粧脊の問題もあるわ六よ。（笑）
竹内青の方’バ優雅な憾■レ’します。
森曽 私は、その二ろのお・全で・、とにかくドイソマルク
が日本の67銭ぐらいで・、！回ゴとにε00円迷。て＜るη
．ヵ＼な、3ヵ月初’て“す。 とにかく、私が七らフておラτ（月
末テが、あのころ、／6”円か200円ぐらい〆’と思いよすけ
れども、200円はもら・でなかフ†・と思うな。
竹内 私の記憶にありま寸のは、先生から紗閉さしk中
ナ、尺正1千手に横浜高商に赴イ壬これで、ぞのとさの初任
荷が／00円。その券時、日銀に八フす・場合、東大とか’
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橋の官学で↑と、7肺τっとグー。
森田 日銀じ’ぺよしに、学校に助手で残’1よすと、ク5円
くれるルでT。
竹内ですから、高商の教授の方バ月稚が高い。
森田 とにグく’地方へ行けば、↑三くさんくれるんですよ。
竹内 いまとは並ですれ。
森田 いよと逆ですね。地方へ行けば、τ〈〈さんむらえ
る。地方1字τ（くさん公さぬと行かぬという二とです伺。
です・力＼ら、私、／001『もラいまレて、毛ちろん狙身で一す
がら、下宿していまして、極端にいえば、千／か牟ヵ順之
ましτ（。穴1本そのころ、タド国の本、丸善で買フて、／冊
平均’夕円から／0円でしk。で杯ら、丸善にす札ば、い
いな得意さんだ・丁くと思います。いよ、なかなかそ牝だ
け貫之ませんな。
竹内  先生カベベソレ1）／にいらしτ（二ろに、 ノ カ月の生活
童と申しましょうφ＼本代等も冷めまして、大体どのく
らい……ζ
森田 いまちょっと、800円というのが、！月分だフκ
ヵ・3月々・だ・τ（つ＼、書類で調べてみればわかるんですげ
れども。
竹内†・しか戦前の方が、いまよりは余裕があフ仁一
森田いまよリ余裕があ11二。
松田 それはずい、3こん余裕バあフナ（というふうに開いて
います。
森田 それはタド国に行けば、優雅々生活しτ・二んですよ一
ですから、悪い先生は、でいぶん掲い二とレでいまレに
（笑）
松田 手塚弁郎先生が2午・の許可で．行フて、屋祇裏秤屋
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で食いつないで．、す千しか夕、6年いらし仁。
森田 あれは食い延ばしでさτ（で・すよ。 それから、やフ
ばり少・しは持っていフ1・かもしれまセんけれど舳。文
部侑力・らくれるやっで、少なくとも俸くらいには喰い進
1求しで’さτ・ごてドすれ。
 しかし、私のとさは、家内がす“フと寝ていまして、そ
れの医者の仏いブ8んか盗ら六よけれ一はばらブよかフτ（から、
向こうから逆に日本に迷ってあ・ワす（．んですよ。ですから、
そうぜいτ（くでさなかっ仁んで’T lすれども、でわ、李買
う余裕はあ一・すψけよ。
竹内 戦前の場合は、在外研究望で留学ぐれる場が、、奥
市人／と一系者といつケース〃ぐ・多かフす（のですか。
森田 輿くん連れていフ仁人は、そうあつまセんれ。戸
1づ・高精正雄君、あの人フ．エミニ又トヤヵ・ら、セ／戸み1
τ（奥でんですけ札ど七、ずっと奥さん速・れ．て旅行して．い
まし〆。 それから、さフさ（京都尺学の柴田考丈わ、奥て
ん連れていっていよし↑（。
 それは考寸け↑（人ノて“すよ一。 速水していくだ’」すの余ネ条はあフ
τ（わけですね。余桧というφ＼・！フは、匂二うで部屋借
りて、臼炊という4＼奥さんにやってもらフk方が宇上
がつですからね。 そういう二とて“、／人暮㌧しと2人暮
らしとは、費舳う珪いません。い～、効くと停かかる。
それだけの問題で、じづとしているん1よら、貴刷はそク
変わら4いので・すよ。ですから、そういうあれはありオ
し甘く。しかしまτ〈、不自由な面もあるからね。（笑）
一竹内 ウイー／で、ウイ／フラー先生η石†充戸斤は、 ウイ
ン大学から岩手離れているのでしょうか。
森田之之、大学η構舳や々レに、真ん中ド高殿が乃
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るでしょう。あの構内．にあるんです。俸殿の広場があり
ましτ／こね。 あの九イ列τづフτ（かナよ、 そこにあるんですよ。
でη・ら、学稼とは全く場所は離れているんで寸ね。
竹内先生は・ウ／ブ尺学の図書館に植われkい
すか。
森田 いや、ウィーン欠字の図書館は矢Dつまセん。
松田 ち去フと話は戻りますけれども、先生よリ少し上
（方々で、数ラ里葎ラ斉学φ含められ一仁方は皆、一数学’で朴常に
老労すれ↑（。高等商業毛散学はないし、商科人学に八フ
てガ敬学1まあるようで・、ない。柞常に昔労ぐれ1・とい
う二とをよくら・書きに何フていよすけれども一 A先生の時
代はどう丁づパ・んでございま寸か。
森田 私一は、教学はさ一らいじヤ灯かフτ〈一で可けれども、
そ（わりにはム然進歩していまセんけれど・むね。しヵ・し、
牧学といフても、そハころの牧学はいれ教学とは速フ
て、枚分、積分といフても．、打常にむ十“かしい高度バ
のに7よフでいまレ仁し、 そ．れは孝之学の専門の先生から見
るピ列勿話グわしれまセんけれどう、大作しかし、程
済学て“、あるいは碗計学て使フている散掌そ州のが、
そザ引よそんなにむ・でかしい数学げヤ職・フτ・でしょ
うね。 それは、景並20～30年の問愚ですわのれ。ですか
ら、そう苦労するということで“なしに、大作、私程度の一
ものでも、 そのころの文献は、そうむでか．しくプよく言売み
こ、なせプψげなんて・すよ⑰
 しかし、それは最近20～30年。持に最近は非常な変〃b
ですφ・ら、とってもあれで’さまセんけれども、
松田そうれ．てみ貞すと、榊先生はどこの高昨・
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仁かな。予塚先．生は、小樽南削（入る前は商業学校τ～レ、
告ぐん、中学じヤないということバ、散学入る川・非常
に苦労ぐれ〆ヒいう二．となんて“しょうかぺ
森岡 そうかもしれませんが・中ム先生が一先、人斌維
走）先生に柞常k感心して射られて、「人式茄の教学は、
さっばりわカ・らぬわ」といフて、公刊先生にはシャッポ
を脱いでみられ↑（で↑ね．
松田 イ町で中山先生前後の先生バ、ああ狐学に青労され
r（とあ・っしゃ？ていf（のカ・と、 どさどさ思う二とφぐあ’）
よレて。
森田福田先生は、紋学あよりよくお1でさにならけカ・つ
τ二んですよ。それで、牧学のでさるやフを汁帯に／幸いと
馬1てお．られk〃↑。（笑）中山先生1峨学あ・でさにな
るから、一中ム先生に放理葎済学やれといって、剖つ者て
られにん1っと思いま↑けれどポ中山先全．バ久武先生に
シヤッオごを月元いでなら七しk。 久武先生τ～フて、 いまはも
う欠し1・ことオ8いわナよ。向・ら、たんτづん／ヤッホ税い
でいくんですよ。それはしょうがないわな。
松田 ケなくとも、文科禾の人kちの中でも数学がぞれ
ほビ者にオ川なくプよっτ・のは、欠件先生方の時イでからと
考え一でいいんて・しょうか。
森田 い㌣、私どもの時イでより、もうらよフと俊の時イで
じゃないでTかね。†、 1ポリ車支矛乏げヤないでしょ うか・
松田ぢ鈍伺1ていて、あるいは琳学夜からゴワと
い吊しに方と、中学校からいらしk方とめ授業科目の綱
成の違い仔のかなということを、ちょフと感い・二んです
けれども。
森田 中学卒忠平は桂希苧の鬼碓する川ズ紋学あ家ツ
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好きじヤない適中で・す。敏学のでさるやフはそうでなレ
に、自然科学勿方ド行けるので・す勿・ら、高等学校はそフ
らの方に行きますね。教学さらいなやっバ、文剰、それ
ヵ・雌済に文体行くんです。ですから、中学力て葎希の
ナに追んへそれで辞学的な鬼灯るという舳・むし
ろイ列夕卜τ～フk什フけなんですよ。
 ところが’、いり中る青の商業学秩虫で、専嚇創・進
む舳、非常に追州・くヵ・・k。人学試駅Kみんな敏」学
相打かゲ商業学校で牧学や1てぺですグらね・
ピろが、神戸高剤・は竿z部という例厚～川まして、
そ二は枚字列入学説験受けなくても、簿記で何ブτ（んで’
・す。τ～から、商業学校虫の秀才は、一応神戸に行．フて。
神戸グら宋末へ行くんですよ。束宋の方は、そういうし
んしゃくレてくれない。企押、商業我で七独学で受けぐ
ゼすくんで・す。τづもんす～から、商業宏はみんな宋末を敬一逸
して神戸に行って、神戸通って束末に行・仁んですポ
です乃・ら、一稀で律くナ沽れr（先生、穴件でういう葎路
の人、杵帯1・こ〃いですね。
 ところグ、戦後はそれヵぐ、ドんτどん情勢が変わってさ
まレτ（ね。
松田 いまの話と、ちょっと関係があるんですけれど’も、
関叙諭的な物価楕数のアプローチが、日本で二う実を結
んだのは、ヤはり先生のあ仁りがらし’ヤな．いか。先生の
鵬さにオよフf・薄い本がご・ざいますれ。ぼくはあの薄い
本、排常に好きで、一番最初に読ん〆とさに、排常にお
もしろいと思っ仁んで・す1プ・れ。ども、ああいうふうに関孝之
諭的な物価楕叡というのカく日本の物価楕枚の孝之方勿ヂ
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Z60IZ〆
1こ入ってさτく州ま、大体、先生のあのご’本のあτ〈！ノから
と孝之ていし・のでパすカ＼。
森田 あフらの方稲生レkのは、私州・ぶん景初ドと暗
いますけれどもね。
仏田 あの俊は、才・し力・ム旧勇先生の「東亜裳業生産指
考文上先生のあのごノトカぐ士け（後で・、／レし目キイでカぐ丁φくって、
ム田先生のあの本が土て、あのあkリが、白本の戦前に
おける物価指数の研完のヒ㌧クと孝之て、文律間産．、いな
いんプど’ろうナよヒ思い戸8がら読んでいに紀プ煮バあ6んです。
森田戦争バ拍まりまして、紬刺物価にいまして’、て
れて“とにづ・く表向きは、ヤミ取タけ8んということはあフ
ちゃならないんて“、それは表面に出せ榊・っ7（んで・すよ。
物価循歓乍んか全都、公定価橋で’訂茸しよフにんです。
ですからζ それは本当にノミすルな描老えで、何も意味な
ク＼っτこのです。
 私、その二ろ、日年銀行へ填入！）してあくりまして、日
本銀行の／くソジをわらフて、あそこの玄関、案通りで・さ
tごんで・すよ。そ糺で、一坙{操行で表面にはおセ1〆よいけ札、
どわ、一イ本、現在の序勿4面水準はどれくらい1（ブよフている
カ＼という二とを・ラ目べてみようじ’ヤないカ＼ということで“、
いういう苦労してやフτ（覚之があるんですよ。
 もうノブ、才勿イ函糸も沸い沸カ倉諺；というのヵべあllまして、
政府のやラてい6物価税刺に協力するという忽言の団体
1～フ丁（ん・でTが、．その物価琉例協力食議の理等雫という
力・、そういうれやフマあ・フ・↑・州、戦後の憲法をっく
っτ二とさの国務尺互、全森徳次郎さん⑭この入札ある
意味で軍都からにらま札でみっtこんビね。それでそのこ
ろ、物1磁刺協力公議の理等長をしてあ・られて、そ二に
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私、手伝いに行フてお・りまレて、実勢物櫛を調べようと
いうので、束束の家計詞査をやりましト。奥てん方に、
夏ラーkものの・髪1と種類、イ可を幾ら買っk、それを残・らで
買フτ・という二とを一々書いてbらフkやフを集めて、
それを整理して、実勢牛勿イ田を計算してみτ（二とヵぐあるの
です。 そん7∫イ士争茎手．イ女フてち〕1ましτ（。
 もうノブ目ノド争艮そτで史奉争ξ物イ面を窃司へごτ〈のは、Iぞれはそ
ういうことじヤなしに、アボラシゲつ文嫁方程弐を使い
まして、、 日本飼乏矛τの孝艮術界ヵ、残ら出て、 そ札にタ寸レて耳又
引φべどういうしトうに変イbしているφ＼、そういう突奏トを系も
計カ＼らフかみ独レて、あっ方程式でpの方の計算をしてみ
τこ、ハい一 ､．ことがあっす・’んですよ。
 そういう、／、うなことて“実勢物価循叙川くいなものをフ
くって、そして戦争1（負けて、アノリウさんがやラ．てさ
にとさに、戦争中のそういうしマ、うナよ言乙録、全都出せとい
うので、 そ．れを出レkことがありま．す。
松田 ㍑請、私、前に、先生k・片し伺った二とがジざ
いまして・そのときにおイ司いしようと思ラてお伺いレナよ
がフす・二とで、そのころ、そういう．1・うな日年の葎清の
突榊化うなのかというようなことセしヤ’べるのは、か
六ガ）危険な時れτづブ丁くという、3、うに伺っているhげです
げれども、それは一件、葎済学者相互め間ではどう〆。
τ（んτ～ろラか。
森田 葎済学者相互の間といいましてわ、．T（とζば、学
公開いても、そういう問題はタブーですから、大フびら
には議論でさまヤんし、やフばつフォーマルブよ二とばか
りに問愚を持ってい＜しか、実相といラとこうに帥か
なか八フていけまセんでしτ（れ。
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松田わ友速，禍互の間では・カ・州おしヤペりを六け・
t（と一いう1二とで1rカ＼。
森田それは理論的に、掌完相・、そういう問題に入っ
て調べていくという二とは、ら・そら＜／周人的、個別的に
は、あま11やってナ8かフ七んびヤないか々。禾ムが関係し
τニニとで中レますと、これはやっげリどこかに書いてあ・
い仁んで“すけれども、例の捧軍に秋丸俄関というのがあ
リまして、そこで日本の葎済戦ブフの調査をやパ（。これ
は、まだ臼榊争が碗るれい・わ。  、
竹内  ご牟で↑と、／8年ごうと書いて方）りましτ（。’
森田そうです。／時ごろですね一これは、そパう有
沢先生が、例の／べ一ゾで束欠を首切られて・逼塞してあ・
られkとぐですが、それで力軍部では・そういう二とに
関イ禾〆8し↓（有禾先生を利フ張っ出しまして、肩沢㌧中よ＼
そういう速中で、日本の経済戦力の調査をやフす（んで・す
よ。私も中山先生の下て・、．人［フについての一ｪ析をち・手伝
いしす（のですけれども、τ・、1こん、中山先生が労働、有禾
先生が全邦徳祐するという立場たつ仁ですね。
 そういう、3、うグ8二とも、そこでは稲局、日本は戦争を
やって、初めのうちはある稚慶戦争て・さるけれどわ、そI
のうちに戦争て“さなく18る、葎済的にまいっちまうとい
う消極的な箱諭で、稲局、ゐまつ軍の喜ば伊いような内
寮だ一フ手（も（で・すから、それで秘丸機関はフぶれてしま
っt（という言古を聞くんでてけれども、それが／っと、そ
れグらいろいろあつましにね。
竹内いまパ、で、秋丸俄関でのいろいろな調責、研完
の箱一果なんですけれども、 これはおそらく、ああいう時
代ですから、公表はされなかラτ（と思いますが。
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森．田 え之、公表されまセん。
竹内何らかの形で、材公式に一邦でも残フていないの
で’しょうウ＼。
森田 とにかくそれは全都出セ：ということで、桝引こ伎
つτこ資料ブ8ん州ま、私の手元に少し残ってあ））まレτ。け
れども、最終的州の． ﾍ全邦持っていかKましトわ。一て“
↑づ＼ら、どこにも夕妄って行いと思いよす。
竹内  これは実は、束丈の中イ寸陰喪君に、去年勿秋口で
すけれども、森田先生レこいういうなあ1話を承るという話
をしまし1・ら、ゼひそザろ棉を詳しく開いて毛らい
で（いといわれt二んです。
森田 それは有沢先生ももちろん手手ってぢられないと思
うし、中ム先生め手元に毛〆よいと眠いま↑。それからい
ろいろなところてい、戦争0）末其月になってからで“すげれど’
勺、兄ん†～た平さん（、カ・わり1（サミット（二行フk天来氏1
が外務省kいまして、大率氏が大イ奈中心にダよフて、「戦侵
の日本種清問題一ヒいうふう戸よテーマて“、若干人を集め
てイ士専．をやりかけにことがあ・τこんです。それはもラ戦
争φ末期でし丁（から、途中て“フ、ゴれてしまいましτ（けれ
ども、上方先生なんかも顔を虫でれてね。
松田 土方先生は、マクロ的に日本経清のデータを神で
之る二とに貢献なさ・て、戦後の歴史の申では、何とな
く束尺紛争句中で’の悪者というイメージが硬いと思うの
で“すけナしとも、ネ人どもφ＼ら見るヒ、マクロ．4乗套済学の開
拓者として神常ド重要〆工方だと思フているんて・す。
森田 それ（ガ時土方光生の勢力は朴常に彩饗的rしτ（
ね。二L方先生の下にτこくさんの人が集まフて、そういう
日本の程斉々》生の個人的なイ士寿し’やグ8しに、チームを相
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んでやる仁多を初めてし仁のは立方先生でしょうね。忘
れまし†（けれども、たさなレ本。一トがめりますね。
仏国 あ州上一事は、先生、同時イてごらん1（なフていて、
ど人ノォエ1感じを才奇↑（申しましτ（カ、。
森田それは相当之らい二とをやるなという感じでね。
仏田 ああいう、3・うなチームウーグてい守る仁専について
は、 どう㌧・うし…・うに評イ画ぐれてし1τ（のかとし・う 二 と，です。
森田 あのころとしては新しいイ士卒のイ土方ですからね。
そういうことにわれわれなれ7いまセんから・初め下そ
ういうや11方を教わっ仁わけていすね。ですから、私’ど、
は、上方先一生は自分グ主体的にあ・やつにオ8フ仁ん〆け札
ビも、戦争バ伯ま1はしてから、いろいろな俄創・一・
と之ばい・まの・秘丸筏閃というふ’う州のがあフて・そ
れが若千の人を集めてそういう作業をでセτ・。それから、
ざフさの物イ面税制協力念歳で、やはり若干の人を集めて
／上等をさセτ（というしトうザとに参カロしk程験はありよ
↑けれども、土方先生林kいなああい？†（やり方は、戦
争前には葎験していよセんれ。
松田 イ町でそんなことが気になるかと申レま市と、宋末
尺学あ糸至済学部忠身のれ、一稀大学て“葎済を勉強し↑・
人の中Iﾄい、どうも束たの人は比牧師チームを租んで“わク
と欠さ州士専を↑る1慶応もうよっとそういうふうなと
ころがある。とこうが、一橋の人は全然チームを租‡な
いという印象が非常ド破く州まレて。
森田 それは現在じゃσいですか。
松田現在そうで、肯はてうでも榊・フすくということで
すか。
森田青τ～って、それは列に千一ムワーク、チーム作業
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．というふうなものは、一稀げやあまllあつまセんでしτ（
けれどもね。レかし、それならば、慶応とか東大にぞ）
いう．トう州乃バあっ丁・かというヒ、1け先生の場合は
列だけれども、あれ以タドには、戦争前には束丈にもそラ
ないで・しょラ。慶応だって戦後でしょう。戦争前には、
そんなも0）はどこにもあ1）ません。土方先一生は／フあ例
外と孝之tもいいし、まk、あの人が初めてああいうふ
う戸沖り方き日奈では泊めたと孝之てもいい。そういう
意味で・は先覚者て・すね。
仏田 何でそういう←り方が一稀文学に（ま定らなかフk
州・というのI’が、ちょっと興味があるんです。ヒいう（
は、定証伽祈がだんだん太がかっK々るに従フて、一循
大学はそういうふ仰意味では、突柾に関しては維国
に！τ’1つつある。 一→高句中で’比率交合勺チームを糸aメしで欠か
か岬イ士季をレ七のは大1リ（一司）放授くらいで1、穴1リ
教授は束穴の虫身1～という、1・うなことから、一律一稀の
どういうあたりが手一Aワ’一クきつく札汀いのか。
森田 けれども、一稀大学では、葎済研究所．というわの
をスタートさセていますね。葎済研宛所はそれでれ別々
胴究室を持・て、自ノかの珂究室はてこもフて、一城
一郭の主というよ仰顔でみん剛士専をしているんで佃。
松田 中にいて、朴常に変Lな感じがしまレて、こんなん
なら掌邦にいるμ欠差格い叶オよいか、にだ講義の負
本州ナ8い1づけじ’やナハ1かというけげんな伽がしよす。
一橋大学の中に、イ丁φ・チームワークでセ戸よいような学風
でもあるのかしら。私、一楠から見ると、外の人間はも．
ので“すから、そこめところ、一体何々んτゴろうという気
グしまして。
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森田 そ1・しは／つの問題でしすれ。
す次田 ノド樽商商というのは一才南公身の先生が打常に〃く
て、小樽南南剛乏身の小樽商粁文学というのもチームワ
ークグ下手プ8んですね。あ・師匠さん・がチームフーフが下
手1～ヒ弟子も下手なのかと思って、孝之ていτ・こともあ
るんて“マ。
森田 レかレ、いよの束欠でもそういラチームワークあ
るかな。
松．田†・と之ば、わざ蛸の失ましk中村降英先辛な
んか、わりに上手に相識グよ甘いよすね。歴史研究〆中k
定証研把持ち込んだり、かなり上手にチームでヤブてい
る。 それからタトヘ出↑（方C（ち、工C Uに二艮かフτ（禍地さ
ん、あの人も、チームうくる（が非常に上手な人で’すね。
森田 これは祉会科学、葎斉掌の面でも、せ界的榊貢伺
ですわれ。そういう意味では、τこんビんそういうふうk
チー人でイ士号を守るということをやってないのは、・少し
後進的で、お1〈れているのかもしれぬけ札ともね。
竹内 私、いま東北にいまして、一橋と違うのぼ、おそ
うく伝統のセいですか、講唐制でTね。これは一橋とか
ナ8！峰う両があると思うのです。そういう／蝋を竜之て
みま†と、もしぞういうことがあるとすれば・そ出／
フφ原因かばという感げもしσいで毛穴よいんで寸けれど
もれ。
森田 て“すから、静座弗11というのも・一球一郭の主が／
人という意味でなくて、本当の講座は放授・肋教授・助
手ヒいうよラな、あるノつのチームブよρで寸けれどポ
それが肋教授一は次の牧授を夢兇て、助子は・欠の切放授を
夢＝屍！るヒいうようナよ茅従事Jり0すっヵ、りで’、 ゲ’ルー7oにな5
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オよいん†～よね。講座例というのは、列1（いま日本の尺学
は、本来すべてそうなんで’†けれども、そういう二とか
らt、うと、東大にそういうし3、う六よグルーγ乃f先バ芽生之
ていて、一楕に芽生之オよいといラ問題1二はならないわけ
なん〆けれどもね。
松田1〈と之ば、一橋で税計学の赦室とって孝之て升ま
市ヒ、先生のお・残しにプよられに方’、それぞれ宥さん、舗
谷（清治）先生にしても磯野（修）先生にしても、優秀
な・先生て～と思うんて’’すけれども、実証とは無関係な方ε
お・残しにηフて統計学の放室を桶榊れk。それはそち
うの方バ、川一制・とフて重要〆とお考えにオ8フて・一一
…。（実）
森田 それは州く私は意識；的にキういうふうσ人を残し
てい7τ〈のでは〆よくて、末吉’黒としてそうηフ仁んで伺・
（笑）  ．        ・
松田 これはオフレコでも構いまセんげれども。
森田 そして何というか、学問川土方ヒいラことよりφ＼
そ（人々の個人的々、人稲的な素質でてわね。
斤ケ内  最立t、 ≠蕃産制でも、 いわゆる欠講座1一命1Jとし・うの で
すヵ＼ これバ尺学で文科采、程奔学関係でも若干取リ入
れてさている両バあ1）ま寸げと。
森田 そ’うで寸松勺こ札はしかし、そういう大講座制て二
てパよらば、そうドラ穴こな枠でチームワーク的に研究
を施けていくかというヒ、それはやフばり，、そ㍑構成
している人（やつ方によるんびゃないでしょうか。そラ
↑るとぐフさ万問愚にナ8ってさて、その．人の勉強の位方
という二とにプよってくるんでれ。
 す・だしかし、学問の発展傾匂としては、やは1ノ．牲済学
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といえども祉・会科学とい之ども、／人で’やってお・、て（ん
で“はそう尺き・なイ士専はでさないんで、やはり千一ムセ箱
んでヤらないと、本当にいい壮専けでさないようナ8時世
にな’1フ7あるよう1城が私はマるんで寸けれどもね・
竹内特に理工禾の学都！より研究所を児・ていよすと、東
北（イ列ですけへども、もちろんはかもた体同じ’だと思ラ
○ですが、ある研究諭文なら研究論文で、執筆老は共同
執筆、ヒきには夕人とか／0人とか石前が虫でさアニつ、教
援は何かというと、講座の放授はその研究チームのオル
ヴすイザーて“しょうヵ＼。 し丁（バフて、丁こと芝ば大学年完全
ヤ助手でも、本来自分の択い範囲の研究には直接関イ手な
くても、ほヵ・の人トサービスするとヵ＼†二とえば・あ、る
助手なら抑手が今度学公で二ういう発表をするから、大
学院の学生に三の実験をしてくれと勿＼そういう二とも
あるらしくて、 いろいろな宋、陳自イ本も、 かなつ共同白勾な
両カベ、最近は9室く才よってさていま寸ね之。
森田 それは狩に自然科学の方は、もとわとからそラい
う体制グ追んで・あ・フて、二とに自然科学の研完の場合に
は、若い人外方が本当は能力があ・るんビよね。ヒこうべ
社倉科学の面では肯グ岬の力といハのは、自然科学
に比べると・かナギり稼が小のですへそれはしかい
特に近代程済学て“はだんだん自然科学の方伺．に虹ブいて
さて、宋隊いい仲孝ち守るのほ老い人バ〃く戸8フτ（し、
そういう人がチー人を紐んで“ヤる場合にいい仁辛ゲでさ
ろというようは両φぐ、自然手十字と同じような†〃でτ～ん〆
んネ上余手叶字一の中に七ラ受遁してき・T（と糸久は孝之るのです。
 そういうことて“、最近の、仁と芝ば了メリカの統計掌
余の雑誌・見てあ・つて勺、あそ二の中に出てくる問題は社
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倉科学二虹倒げ一やないですけれども、共同所宛が非一常に
多いて・すね。で寸φ、㌧、 そういう点、で’、 もレ6本Iの巧見4だ
がそうで’ないと帆ば、同率はちょっとおくにているん
じやナよ し、〃、ブよ。
依田 そこでわう1フ、私、不思識！8のは、先生は、税
訂局という欠さな餓をほぼ／0禍局雫ヒして．指揮なぐ
っていて、せっヵ・く一柄にすっヵ＼り戻ら牝てから、統計
局の局長rあ。ブ〈とさ勿ようにチームをっくってヤらな
IかフT（のはナよぜなんだろうφ、。もうそうしI・う一ふうなこと
け飽きらヤ水どいつ二とかなと思っ一1二んですけれども
ね。（笑）
森田 それはそうし’や何しに、弁とってあ・・て・τ～んヅ
ん熊カが、もともヒ体い能力がますまマ落ちて、熱意も
六よくなって、そしてま仁、ある意味では俊から入ってい
パ・わけてソカ・ら、笈庵もあバζし。
松固 先生のような欠先生でも笠庵があ。仁んで寸φ・。
森田 それは途中から帰っていっ仁んで“マかられ。
林田 セ17ヵ＼く先生が提起」されτ二物価循老（の問題にして
も人口の問麦夏にしてむ、あの4芝の多6原といづのは、老い
達一中を集めてチームを奉邑ん・て“、いういろグよ形で’ヤってい
7τ（ら、 もうちょらと一循の定証万不完、というのも盛！ノに
なっていラ江んじ・ヤないかと、らよフと残俺Iﾈ式バする
の て“↑け打しどわ。
森田 そんなカないでマh。
竹内 ちょっといいでマφ＼
 先生のジ率を見ますと、’疲也蘇一郡先生の数1営々’）、
あるいは確率論ですク＼ あれが、先一生の斌計学の研究一1（
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どめような形饗があフ1二のへちょっと伺いτ・いので“す．
森田 それほ、数学のことで牧之を請ラ充生は、先生以
外1・は六ゴかフτψけですよ。それ．でいろいろあ’願いしτ〈
二ともあるんて一すけれども、先生は散学め先生で、私ど
毛と孝之方が非常に違一う・衝がございまして1杵常に数学
的に厳密で†ね∫この数学的な基礎一をこういう、ザうに孝
之てやヲてみτ（んで丁けれども、先生、 これで…いいで’し
ょうが・と、持フていさまし仁÷、「徒訂は二んな二とで’
いいんですかね、まあいいてぺしょう」といわれノまし仁。
（英一 j
 それはいまでも私、思うん〆けれども、教学専門の人
と、祉会科学八方から排すに入っていフτ1ノ・ヒは、そう
いう、ξて“．は考え方がクォ川でれてさよすね。数学的に非
常に厳密で、社会とし・うものとは直播閃俸〆よしに、数学
一也イ列で手『是墓を孝之ていらっし㌣るのと、ネ士会というも
のを背景にして、そ（上で物を孝之ていこ． ､ということ
と、そ他がちょっとむでかしい亡、寸ね。
竹内 それと関追しまして、「航訂遍歴私記」の中に亀田
豊冶朔くんの名前グ児乙るんですけれども、実は亀田さ
んグ大正9弁（／9・o与）に書かれ↑・「鯛杭計誘・とド
ラ列を、この’間託んだんて“す。いまで“いっτ〈らブ／7リ
ングでしょうか。そのとさの論文を見ますヒ、有声艮母壌
団〃、らの才由宏を孝之まレて、糸栗1）底し力くある場冶＼とぼい
楊／トに分けて’、いまでいいましたら、推定章の標率誤差
なんかの稲果もちゃ．んと志してなられるんていすけ・れと七。
それから応用として、τ（と芝ば大正9年にあパ（国勢調
査とφ・簡一場生命1呆険の実際の例をと1けグラ、母集団か
ら一邦サンプり／グして、そ灯γプルから推定しk値
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ゲ母数と実際1・どのくらい遮うが、導出い（公式と対応
して、確率論的戸8評イ画わ一ちヤんとやってち・られるのです。
 それグら・、昭孝口5年（工S工の束哀でのコンファレン
スでも亀田さんは、尺正9年の国勢調査をわと・にしてサ
ンプリ／グ法の応用を報告されているわけなんです。乞
れ老・ら、ヤばつ「耗訂通犀私記ユによると、筒別縦ヵ・
何かの刷二；ら’ら才／して、．日年杭打協会の副会長”・何かにも
なワてあ・られるので’’す。よい4士専をぐれているのに、数
学の忠牙の方てい寸から、ネ上榊十字榊就訂宇肴にあまつ
景僻榊・っτ二ので・しようグ、その、屯、らよフとあ・開きし
τ（いと思っτ（んです。
森田 それは先生はイ呆陳紋学て“すから、ああいうふうに
大数の法則とか、そういフkいまいわれkような珂充、
それは文日本坑訂協倉でη・、あそこのリーダーきら・顧
ドしτ・関／禾で、ああいう、／一うな問愚をあそこに書いでい
丁こだいτ（んですけれども、いまいわ札kように、そのこ
ろの統計学とどラいう剛朱ガ糾れ1小ヒいう二とは、一
その二ろの。統書す学がそういう、トうほものをあまり要一束し
て／よかフkという二とに7よるかな。
竹内 あまつ直梼杓な影響は与之でないような感いクレ
ますね。
森田 そうで“↑ね。
竹内 痕坦づ栄一郎化生七雄率論て“学イ主とられて、亀田さ
んグ第2号ぐらいにiなるのでしょうカ＼確率鯖で引立ど
られτ（。この前、松下先生と話し伝とくに、亀田さんの
場冶＼は、訪ゴ文の中にはせネレー・アーイ シブ・フアンクシ・ヨ
／かイ町かイ史フてあ・られる。 かなつ石室率の方ではし重ノ瑚台クな
論文だということをお開きしkので・すけれどむ。社会調
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査の衝でサ／フ◎リ／グ・サーベイという二とは全然タッ
チぐれてなくて・国勢調査とか生命保険の、そういう与
えられτ（吾集固φ・らのブ／プルで’全教調査の箱乗と対比
するということはごれ仁んで’すけれども、実際の社会葎
済高岡責て、ネ万めか5諦1査の枚言すの殺叩皆からサ／ブリングー
・サーベイする とし・う二とはしてら・られノ8かっτ（ような
感じで’すれ。
森田 戦手前といい3すか、昭和20年荊ですね。そのこ
ろ1ま目牟の弟ヒ計にはサンプり／ク｝というものは、ほ．どん
ど実際問題にわ・首を志してい〆よいし、それから理蒲㍉方
でいもそういう方面は、あまり祖会碗訂の人は問題にして
いまセんでしτ（勿’らね。でTから、亀田先生、そういう
数学者との交利まあまりなカ・っτてわ1ブでマよ三
！丁ケ内 先生のゴ李の中1く、戦前の’1ヨ牟硫計学会のメ／バ
ーの中に、焼打歓孝の人が非常に少なかっγ（という二と
をち・書きにナよってお・られますけれ一とも、そ． ､いう・ものの
あらわ4・しカ＼あるいは若干入ってお・って毛、そういうも
人の影響はなかラτ二・…二・。
森田 なカ・っ↑（というか、叙学の方の人力あまつ．積稚的
に統計（実際の方にコミットして二られ戸よがフτ（し、む
しろこうラの方かう、2，3の人はて“さるτづけ近ニブこ．う
として、若干閃株がでさ↑（。
 ある意水で個人的な、†二と之は横浜高エの安バ1数本郎
先生、’ ?ﾌ人は私の隣組τづフτてから。鶴見で・私の住んで・
ぢつましτ（束寺尾の、 らよフとノ00メード）レけか1グ先に
先生お・られまレて、 とごどさお1伺いして、 いろいろ’なム・
話伺フてら・っkんです。そんな関係て“、赫計学徐でさτ（
とさに先生に八フてもらって、それでいろいラ数学の方
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6入の．速紬÷役をしてもら；t（。・Iそう’いう、3・うな個人的な
剛禾から少しず“フ、τこんブ～一ん利ラ張！1込んでいラτ二とい
うダラニうで＼τこと．えば〃り敏男さんにレてガあの人
は全く杭打の二とは、・最初は税訂やるフもりで税計や。
τこんじ’やないん↑つね。（笑）†～から、流計と思わ杁いて“、
ああいう位等ちやられすこんで↑糺稚計学でしょラ。一枇
訂という言葉ξ使うのはいヤ1～っ1二んですね。．
 で・すヅら、ちょフと戦争前のことは、これから皆さん≡
方グもう少しそういラ資料を・集めて、一 ｻ勿実態を布祈し
てもらうと、本当の土とがτどんドん出てくるかもしれぬ
何。われわれは既成のあ一 驕Dlえ方を特フているヅら、が
之フて公平て・オよい州レれ〆ハ・けどね。
松田いまのお・話を伺フて、そフらの話の椀さ舌ちょフ
と伺いτこいなと思フて．整理していすこんて“すけれども、先
生は、寺田寅I彦さんが非常K側タド的な自然粁学者で人フ
ていらしτ（．という、3・うにら・書でになフていまして（1．すれど
も、字余の中で会合には出ていら・レや亨ない一…・？
森田 最後文でノ通もあり’まセん。
松田そうすると、含貧て～’け一の倉員一一？
森田そうです。私わ実際舶にかか一ラ1・二とがパ）ま
セんレね．τこド、先生が書かれ寸くr青田寅彦全集」に虫一
でいるいろいうな税計学的！よ随筆は、柞常に私にとフて
1ま紙い印象を残しスいますね。
 い！つ、麻鴎外も、椀訂協会から出し．ピ統計学難
読。・杭打集託。の論争岬一に忠ている。あれも印毒的で
し仁ね。ああいう、いうな竹串に祈い・1孝之方バ、明者乃
時代にあフμいラこと。ですね。そ一ういうれは、’
学をやヲている人よりはでっ一と．先生すの方バ碗訂剛デよ
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ね。
竹．?それから、二の中にあllますように、日本統計学
会k枚挙松身パ方があまり、入っておられながっτ・。森田
先生初めリーダーのケ々バ、なるべく税訂叙学でしょう
が、数学忠身の方に倉則・なって1エレいと残く要望され
て；ら・られナ（。
 先ばと、私、早目に来まして、守岡さんと話していk
んで’すげれども、先生が、こ二にもあ1）ま寸ようい、ノ統
・教研の捌吟先生、所長くしょうか、いろいろ誘をぐルて、
それで碗教研かシつ何人かの方バ坑計学倉のノンベ㌧1＝
なられ↑二とか・先生が22年の．／月にこちらの局長に戸8ら
れて、練敏研から守岡さんが22年の6月カ・イ百ハにこフち
に児脈，ということゼさ・さ・実はいうい帰ト・てい
†こんです・。
松田 。統計紋理研充所は、†こしか戦時中に、戦争協力の
1・めに設置しk研究所という川に開いて．い行けれど
も・あれの言芝置91球kは、ネ士会科学系の4充計学の方は、
全然関イ糸ない勿で’すカ＼。
森田 全然閃係体かフ†（ですね、
ヰ安田 どういうわけで’あれは一・…？
森田でTから・舳畔学研兜榊んですよ・夜学の
方にウェートがあるのよ。 しかしゃプばり戦洛中、何か
い小レ戦利・役立つよう州のでないとでさ六よかっτ・
んじゃないですかね。そういラ意味で「統計・をつけτく
んドというふうに閉ぐ。まレにパれ。
竹内 あの当時は所員七敏バ少！8くて、先ほど守岡でん
と請をしていkんですけれども、松下先生が／ヲ年6月、
夏て・しょうか、束尺め助手ヵ、らそ・ちに彩られて、9月
            〃
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づ＼何かに河田龍矢先生、坂元平ノ＼先生、守岡さん⑦3人
一緒か何がで’琉牧研に行フτこという話をちょっとあ・聞き
しτこんですが、その当時の所良は排剃・傲が少なかフ1・
…”¥森田 それは非常に叙少グよかっ↑・でしょうね。
竹内 で’すから、所表以外で・寸と微か一…ζ
森田 何人ぐい・丁～っτ・ですかれ。あれは青ム博次郎さ
んが定年でやめられるとさに、青山さんの記念報告があ
っ↑こんていTよ。そのとさ私宅行フτ二んですけれど一も、で
っと椀敬研の初めから一のメンバー”所員の↑～れそれは、
いっ就／壬して、いっヤめτ・ヒいう赤を全邦づくフでる・り
よしτ（。そ．の7リント毛らってざにんだけれども、どこ
に行っ†・か々。それは初めのうちは非帯に小州・フkで
すね。
松田  それで局未時イ犬の話にこ戻りますが、先生が局長に
引フ張1）広さにτ（一．番の原因といいますピー…。
森田 それは「統計垣歴私弟」に書いてわさよし†（けれ
ども、高橋正雄君バ足つけ役ですれ。戦争に貞けτ〈年、
20与の春れ・τ～フ↑（て“すね。渋沢さんが日本銀行の箱斌を
やってぢら札でく。渋沢さんというのは大正！0弁ごろに宋
欠を右で、名家で’すから、まτ～そうち・年寄リけヤ々かフ
プ（けれども、目イド含艮行の稀裁をしてお・られ一す（んで・すね。
高オ喬君グその後事〆うτ（！）です。大内兵衛．先生は渋沢さ
んの先一事なんす～け牝とも、戦争中ずっとノぐ一ジて噛遂レ
てわられて、渋沢さんが日本銀行の中に列に研究室をつ
くフて、そこで穴内さんに仁等をあけ“てち’フkわけて｝寸、
目牟の明冶時代の・金融史を、穴内さんはそこ㍗稿壕して
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抄られτ〈。
 そういう関イ木バあフ丁二んですけれども、商権君が戦争
が終わウτ・年の暮れに「戦後日本の立て直レにはどうし
ても硫訂が必亭†∴日本復興は硫訂の方から仁専をしな’
さヤいかぬ。」と渋沢さんを説いて、そういうチーム色っ
くって、そして政府の復興の壮挙を助けてい二つという
ので・呼び血ごれまして、渋沢さんの家へ、†こレか高橋声
と肩沢さんの3人はヵ・つて・行フて、現在の日年統計一冊先
所とフくる相談をしまレ江。それで、欠内先生をイで表し（
して位専を推パ・わけグ8んで“すよ。
松田 突隊あのとさ、近藤庫巧ごんは前から農林省の統
計調査をずっとやっていらして……、
森田 そ外はでフと俊のことで“↑わね・
仏田 それからもウ1人、後から鋪良市表にな・フ。（一、
森田正木君。
松田 皆さん、どちらかというと学者がポッと税訂調査
のキャップ0にな㌧れて、 実凝家どうヤフラて動勿＼しτ（∠しτ～う
う1・と。（実）
森田 キャップになっτ・といいよすけ牝とも、戦争で’め
ちヤくらヤて“しょう。占領、軍の指導を受けて、日本で政
府の機構も新しくフくり直すということで“、が今ヤがチ
ャヤってら・パ・二わけで寸よ一。これは「絞。訂通犀私記」に
詳しく書いてあっ打から、あまり一重枝する必要ないで“
すけれども、・グなくとも幸先吉†の覆）にフさましては、 いよ
いっ仁日本微行から賃金ともらフて、いま（日年締す研
究所をつ（りまして、そこで“そういう．違二中が集まフーて、
日李の戦後の統計行政にフいてのいろいろ岬完をして
ち1ラkわけですね。
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寸二と之・ば臼芥のいまへ鮒局の仰両指紋をスグ1ゾ
セるf（めに、いろ！）な実態I吉月二査・をし7よさヤブ‘8らナよいとい
う（て“、 そういうこ・とをそこが中心になフていういう準
備をして、糸た計局の牡等をベッフフツ．フ・してお・っ↑（んで
すれ。あまり正確ナ8表現げや伺いん・ですけれども、実質
的にはいいうこヒだフτψで’寸。そういう二とから、
τづんだんと政府の／士辛にコミッ．トしていさましk。’
 政府の1中Kいまの経済企画庁の前年の葎清亭定本部が
ありよレて、 そこでム中四郎君が仕・事をしてあ・フτ〈：わけ
ですグ、その方へ白占領軍の方グらいろんナよコミッ←バ
あ1一にんでしょうね。
 特に問題はお米のことkね。戦争に負けτ（昭和20年は
天候も非常に悪かフkですけれども、崖簾空壕でわちわ
ち畑～士享わで．さまセ．んでしτ（し、期ヤ仁んぼには年寄
’フとをば7か．リで’、若・い人はみんな戦争に、駆っ出。されて
抄11二。そうい一つこと一もあ・て、非常に林の以チ蔓が悪
ヵ・フ↑こですね。穴件、米というのは勝手に手．に入らす“、一
綱、統制で配鰍けで↑争・ら、み一いあ’椎糾してあ’
フτ二わけで↑よ・その．配給については・それぞれの県の
矢口等バ責任をIрVでいまレて、にと之は新潟県のような
米州（く．ぐんとれると二’?ﾍ、そa）分フ仁未をほかに．回
さなさヤ．ならないんプ∵ね。 ところが矢口争としては、 ど一一つ
しても自分の管轄レている朱の1食樟を確4果する章件バあ
1はす力・㌧、ナ8がオ8か牡でないん．ですよ。．知多でんがう
そ・をフいて・突隊の報告」亭正道に†ら1よいんで7．、パう
1“ラ状態でしk。
 そこへ占領’軍がや、てさて、、人間腹が減ると一悪い’二と
をしますから・とにか／食わセ戸さ、㌣．な・ら．や∴日千生
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食耀を株雑↑るという二とは、占領政策の第1目深で’す
よ。足ザ川κば、外勿・ら持フてさてやらなきヤならな
い。 占領の始まフk昭・佃20午に硫・言†をとってみkら、 日
本人が喰う米の3分つ2しか収夜が伺い。そうすると3
分のノ足りないr寸から、／日2俵しか倹べられないわ
け十でTよ。 そんなことで“さまぜんれ。 どうしてわ足．りな
い米はもらわグよさヤなら俗い。それで“、吉田でル（揮・
元首相）が七らいに行っτ（わけね。 と二ろグ突隊は3ノか
の2という州ラてて∵こちらから産文し扶1～けリ米
                       ｛けデよかなか入れてもらえず、3分のノカ・4分の／しか入
れてくれい・っ†・んですね。それでわ、もちうん／少しは
死んτ～やつ七あつますけにどガ日奈の改狗がいつτ（よ
う何こと．にはならオよかっτ（わけなんで↑。
 それで’、日本の斌訂はでτ・らめ↑～というので“、税訂を
しっが！1しうという二とを政府がいわれて．、’そ二で、ム
中君なんかがら・フk葎済安定本部バ、日本の椀訂星や1）
直さなさやいかぬと産駐軍にしりをt生かれ牝。そうい
う孝情もありまレて、それの相談をいまの目牟補訂研究
所へ狩ら込んで“さkわけなんて“す。．そこで、そういう。き、
ラナェ合作のイ士争が伯ゴワτ（わ1プ’ね。それから、「競言†一遮歴
私弗」に書い一であるとお・！用進行グよんですね。
 それで’、日本税計研究所K仁た・うしてお・フて（速、中が†～
んだん政府の1±孝にコミットしていつて．そういフτ。臨
時の香員会をフくつ、平年ばかり議論しIて箱諭を出しま
して、昭和21年の・末に、’梯許制度の再建についての答申
を政府に上申しレ・わげですよ一その箱乗、徒訂委員会、
乍れかう各所の椀訂の中心稀一関にイよ6箱訂局なつ税訂邦
！よりを強化する、地方は地方。租肩跨を弦灼マる。初めは、
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．地方．η競言すは＝全邦＝一 ?專?Aそ㌧練二制ナる．、と＝い」、う考乏，た．ニニτ～んで’
一す．．け」れども、そ’1一・つは柘局81本上伸倖に倉わ・ぬ、，しか」レ
費角〆．け・は中表古文府が保証∴しそヤーξとし・二うんで．、．最ネη一ほ
市町村まで全部、粒計成員の袷粁｛中央の予一草で流しで
お・ラす（わけなんです。
 そういケ・二とで・’自本、の税訂をネ生し／やり直方・いよ
よでの一人間一げやダメτεから1と＝ド、うので，。ダメ戸・ていラ
…のほ、．戦争中、琉訂稀構がサ・常に一萄．イ子化さ札でわ一リまし
仁から、人間の老父力域って1お・っ乍し、大体あまIllし’っか
りしにとこ’ ?ﾍ残っそい・よかフkわけなんです。それ・を・
㌣’1直すというんで了からドそい、つ一は少なくとも一番ト
ップ．は専門家にヤブらせ・ようげ一ヤブ8いφ＼．タド国では、’ S充訂
官僚というのはをれぞれエキスパートバやってあ・るんで、
普迎の役人じゃ伺いで1す〆らね㌧アメ」リガさんの棺坪で
専門家にせシセるとい」’､こ．一となんです．。．
松田 ・ま’ビちょっ’と4可、となく」イメージがわさよセん・て＼
T／牟．・先生畑長室kど’ういラち（鮎←ですわフセい．ら一
一っ ｩ、㌣って」、ビういう指ネを．与之争と、．・戦後の。統計鋼査
ヵぐ、いまパ・い帥一^プリ1ン・グと。セ／寸スの＝組み合わセ
2才㍗㍗1のカ㍗小と・き岬て各，
細二’ ﾄ舳非常に恥でがしい話1“、．局長一にな’プまし」て．
カ1ら一Q～3ヵ月1㍗て、、よ’l1畔頼1・・よ1か・、仁Lんで二しょ
うね’A．正木名rr船市長・μよっ仁正I木∴で・可、グ氏あれ
は納のエキスバ・」トげヤ．ノよ＝い．んで、マけ似．ザあの＝べ
は、ク少庄一で、戦争中’バ∵ソーkなプて斤フ、↑。んで．すヵぐ．、一
「森二田は少し績ヅよい、律計．の一碑紺的？寺」1ま森田で牟∴い
1二1・仇ぐ」も・一・脈卵÷印1少・二じ一1宋∵｛崎二1川で卓
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危！よいかラ、正本君主つけてやうう」といって、3ヵ月
か4ヵ月仁フて’カ＼弓手皮ヵぐ来r（ルて“’す。
 私自身わ州まセんけ札とも、とにかく初舳うちは
頼りながっτ〈のか七し札ませ一ん。最ネηのこうは、施すの
統計職員をbう・少し技術的に．指導しなさやいかぬという
んて“、地方の人を集めまして、しょっち中う講習会をや
って抄っすくんです。私なんかはそニベ出、て講義してち・フ
にんですよ・「やフげ！／森田は講義の方がいいで’ゴ森田は
講義をやらせ仁ら剛・なか元気舳る・、そういううわご
を閉いkこ一とカ寸あつましr（。
 て“七、 そのう引（商工省（通産宅）の税訂を拡張丁る
というのて“、そこの局長に正木君は引・殊・ていかれτ・
んです・一そのとさには・私わ少しオ8牝てお・フτ（ので＼七
う突フカ・一い棒はブ8くていいだううということに～kん
です。 千年ぐらいでし↑（ヵ、れ。 ですから、 手ヵ月 目かK
大内先生k呼び杖されまして、トし、かっし一う」と鴫を八
一れられあ’フτζんで“す。
松田あのころは、意外に相合というのグ減く州かけ
ていす・二ろブよんで’マ伺。
森田 そうオよんです。非常に強かっ†・て“すね。
 私が局長にな’はしてグら牛月か！月τ・にぬうちに、
乃列のマソカーサーのス・ト中止布ソ字グ虫ずく、あの六変戸8ぜ
．ネストがあ’）まして、碗訂局なんかも力・なり先食宅勿マが
お・フ†（わけなんて“†よ、私はこんオ汀々・ら、そういうや
フとも列にけんかするわ1プけやηい・し、 そういう遠二中に
は私は・夕少請バで’さたんでしょうけれ・ども、わんまつ柳
之込むという、1・うは方じヤηしに、話し合フてい土うげ
ヤない、かという二とて・中フてち㌧†二んです。
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 そ＝の’と、、さじヤー灯し∴ですけれども’、私’が局表」をソ0一年間や
って榊丁こ後が、ブフと日年・の椎合にはそういう．先鋭分
．手が職7ていまして、 そのとさにパーソKなラ¢（．童．中パ
人孝碗⑦方k訴訟を起ニレ’まして、それがま〆解決レで
いまセん。
竹内 就訂局表時イでk一番印象に残っ↑（二とはどう1・う一
ことでございますか。
森田 たらτ～ら／0年やってふ・パ〈↑づけで一一・。
 ごういつkらお’かレいで’すけボしとも・ナ包方の府県にイ士
辛をして毛らう点てば、孝ムはよく吉舌し冶＼いをして、うま
一いことヤっていτ〈と思フでいま丁。そういう意味でけ仲
よくナよっτ（地方の納訂職員⑦人は非常にラいて“すよ。い
まで“わまτづ何人φ＼ 象与ノ遮てつ集まラて、 ／晩青の諺
をし合うというフながつも残？てちリ1まずし、そういう
意味てば、／0年間乗しくや．・ていまし〆よ。
 τ・ゼ・その間は彩砥のケはすっか！1ダメにダよってし．ま
フτ・。ちょうど45から持までで“すから、・あな択ぐらいの一
年τ｛’な。
松田 そうすると、非常に不思議〆．なヒ思いまして、やは
り先生は偉一いん〆一ηヒ悪フて、（笑）
森田 一番地茂でさ多とさなん1～。その間をうじゃ冷．い・
ですからね。それは、私の’ll・ストを見てもら。てもわか
／パますけれども、手当に恥でかしいですわ仏
竹内 レカ・レ・先生は本当に局未やラてみ．られテよがらも、
研究一の方で1も、、俗世間的価表現で・すが、一ま．い州（研究を
ちヤんとヤー 轤ﾖまして，一一…。I
森田所兜のI福ﾍ牟’魔ﾉ万吋．カ、しいけ㍑も、ヤ。ばり、
こういう役印／士争を．して，い1ギ’がら勉強．といラニと一1手・Iで
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さまセんね．㍑間、ず㌧と一橋の講義を続けごセても
ら一一フτ〈から。それがなが・τ（ら、、ぢそらくもうダメτゼ’・
†こでしょうね。
松田’ ｻういう意味では、一橋の言募義は先生け乗じくあ・
ヤりになつτ（一一…？
森田 それは乗レいというか、頭の方の老仙防止にはな
っ1・て“寸ね。役所の仕等はヵ・りゃフてお・パくラバヵにな
・†二でしょうね。そ何ぞけ、役人としては決して優秀な
役人げヤなヵ・っτ・でしょうね。     、
松田 しかし、戦後の統計制度のかなめのとさをつ、くタ
札kわけズ↑から、戦前と戦後どの間の内閣航計局崎代
ヒ稿理府統計勾時イてとて“は、ずいぶん尺さブ8断層がござ
いますね、
森田 イ町’というんて’’すかね、手ムクやフてち・っτ（／0年間の
統計局という舳、ヤブげ月かの役所と．気風グ変わっ
てあ・フτ（んで“しょうね。て“すから、職員の上下の関イ采と
カ∵複の剛禾とか、そういう二とは、ほかの役所のよう
な、いわ作る官僚的なあれはなく、おそらく気分がちょ
っと遺ってお’パ・んげヤないでしょうわ。ですから、1ユ
かか5統計局へ来て（人は、統計局というところは作常に
気椅ちのいい役所ドといフていまし†・。
 ⊥、中田郁が一時うちの稔務課長τ～フすくで寸ね。その時
ノかは庶、務課長といっ↑（んで“寸け札とも、I那須さんといフ
人が病気でへまして、ちょっと仁皐と外れてなられkん
ですよ。 そあ間、ム中君k庶誘諌表を兼務してもらって
来てもらっ丁二んで“す。そのとさは．、いまの税訂基準都、
そ勿ころの歳計基準局の総称訴長を美濃都さんの下て“や
ってち・っ仁んですけれども、俵は美濃都さんとあまリよ
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く合わないんて“寸よ。しょっち中う私の紀計局の方へ来
て、税訂局の仁等をやってく．にてあ・つ1くですよ。打常に
ここの役所の空気はいいっていフて喜んで“いましτψ。
ム中君は美濃郡先生ぐらいだっτ（で寸ね。（笑）
竹内や1ばり・先年の今徳のしからしめるとこうです
ね。
森11日 いいや、そんなこ÷ちヤなしに、ヤつゴボつそれは
生まれっさて“てヵ・ら、いいと二うもあるんて“しょうげれ・
ども、悪いとこうも．さフとあるんて“しょう。
松田tlだ私、ちょっ・どこパろ気1イっていま↑舳、
ぐよざ灯よ最近の税訂局の裸牟調査はどうもかオよりデザ
インを変之ているらしいんですね。その前のとこうの説
明というのは、初期のままの引き写しみ1・いにして、ほ
とんどその解説を変之てない。どうわ、先生の時代〃・ら
見ると・〃・な・．けンプ’／・グデザイン仰鮒手薄にな
フてさているんじヤないか、そ．んな感じ・がしてブよらない
んて“す。
森田 とにか＜、初めはそういう専門家ε集め仁ぐすよ。
†ことえぱ補訂局め6級職の職員の一棒刷をてるのも、私グ
自分て“やフてあ・フkですから、数学の連中どんど’ん採フ
たですね。と二ろが私がやめましてから、そういう職員
の採用は偶々で・ヤらない。徳理府の牟都で一拝してやっ
て、それを．各箱理府の中へ回すという二とに〆ガ1まレて、
もう専門象の養氏ということはグよかオ8かむ．す’’かしくグよラ
てさτ（んです。そういう・意味て“、いまはあ・そら＜エ穴ス
パートゲ少なくな・でいま寸ね。
竹内こちらでいう研完納陣容はどう・ルでしょう。一
森田 研完邦というのは78いね。これはいまなら、何て
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い一 ､めかな。機沸て閃イ采が／フあります。
、松田何カ・、力・ろうレて研売官みτ・い舳が／ポス←φ・
2木。ストかタ案フているということを、 ちょっと開い寸ニニ
とがあっkんですけれども、
森田 それはここ〆けの閃愚いヤなしに、日本の政府機
構一般Kそうですけれども、ヤブはリェペスパートが育
τこないんて“ ｪね；特に虎訂なんグ、そういうとこうにで
フとポは市と、う1～っグ上がらないんビよ。坪追の査
ガない人ンで’すよ。 ですから、 ぐるぐる回さないと坪遮で
さオよい4つけプよ！）て“すよ。        ・      、
 新しい公務員刺度がで“さ丁・とさに、そういうことい
や人／と技一杯了系弟色で勿＼けまして、一応三それ一てや7ていける
よう何収．入き考えておフkわけナよんて“すけれ一とも。これ
はどうしても1ヨ本の官庁勿俸質τ～ヒ終いよすね。
 ・昔は、技官と寺務官とは追行しているんて“すけれビも、
技官というのはちょっと橋が下すどね。少なくとも一番上
までは行けな1、・んてごよ。技術糸稀で次官に蝸というこ
とは非常Kごてかレいんで↑。技術采税の役所て・も榊
ナμ・なれませんわね。そういう点て“什常にむずかしいん
ですよ。
 それが・戦後、税計というめは技術官庁、特別の専門・
家てソ8いといけナ8いという空気が、少ブ8くとも占領中は
そういラ彩え方て“・アメリカは指導してみつまレτくし、私
の時代はそういう時イでを受け継いでら・フ↑〈んで、汐少そ
ういう孝之方て・運営しておフす二わけですけれども、 それ
がいまは完全k崩れてしまいましにね。
ネ公田 戦前に戻フて調べてみますと、裳商務省時代はわ
りとしフかつしているんていすけれビも、あれが農杯劣と
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商工創・分解し丁・あ亡・りから、何か舳しくなつちヤつ
トて“すれ。通産有にオェると、すっかりがタが来る。私が
調査弗11度き追いかけていってそんな感じ・がしまして二。
森田 農林省というのは屋台骨が欠きいて“すヵ・ら、穴さ
戸8予算を抱之てあ・る。 そして、いま穣葉というのはヅん
t～ん小さくなってい喜。その小さい農業の上に、濃杯省
白件は肯のよまで乗っかっているんでてグら、．そういう
床・裕はあるんて“すよ。ですから、あ・そらく糸屯訂にっさま
しても、伝視的に外の位孝を持1てみ’はし．仁し、そ
め・．余勢をいまてべも埼・ている’ qいう傾向はありますよ、
行政整理0）kびに、農杯稀討というのは整理の苅琢にな
るんてい↑グ、なカ〉8か整理でさないんで’↑よ。それは反
面ヵ・明れば、そこにい1＼いが稀フているということ
‘＝グ8るで“しよう。
 通産の方は一そういうことは全然あ’，れんから、新し
い考え方で’ビんどん人をか之ていフていよす1すれども、
エ穴又ノぐ一トが育仁ないで“しょう。さフとそう†っと，啓い
ますね。
松田制ぐちょっと戻11ますけれど令、先生と一b牟栄一
先生と、τ二しか同期で’↑ね。あの方の文庫が、種済珂究
所の・書1庸の中に未整理であつまして、、私、輯なとさにな
がめていますと、仁し勿・内閣競訂局の戦時中あ家計調査
にいういろ関俸ぐれすくと児之て、いろんな貴粁が出てさ
ます。
 杉本先生と税訂局との剛系は、どオ生も何もな書きに
ナよフて々いんていすけれども、先生ご存げでいら二しゃい
ますか。
森田 それは、戦争中、私の前の局長さんの川1島さんが．
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一稀の商科大学へ行かれまして、商科欠字の’先生を額1）
にして、戦時の家計詞査をヤっτ（んで“ずつ
 これは杵常に相かい調査をされまして、戦時の日本の
国民生活について、それこそ、葎済学的な考え方に文脚
していろいうな二とを調べてみようといつネ多年君の意図
グそこに働いている調査で、逆に耗訂の方ヵ・ら見ますと、
打常k特殊的な調査kなフて、いわ中る大量観察的な正
雄庚kフいてはどづかと思われるせ、もあフτてですけれど
毛、程済学的に打常にお・も一レうい調査を計画してら・フτ〈
わげなんて“す。山田勇さんもそれt（閏休してあ’られγで’
しょう。ですから、山田君はそれについてさっ．と記憶バ
あるわけです。川島さんは、もフけら一稀の先生方を頼
ってお・られτ・で↑力・ら一
 しかし㌧それはあま’）にわ細か迎ざるということと、
革く争ヵべτそん〆’んラ雫亥1』に〆よってさまして、・せ7かくやってく
仇ど㌧lwよかそ碓理に手1ぐつか1女か11・という
こと．て“しょうね。箱局それは充成しないで、二く一邦分
†こけ殻表して、それ七公表されないでン倉の中へしまフて
しまっ†二んレ’ザよヵ・ブトでしょづかれ。
松田 結果表は出て才8いんて“す。労働者の部分め抜粋が
ちょっびつあるだけです。
森田 そうていしょづ。簡単な七のが践・てい引～けドと
思いますれ。
 川島さんはネタ本君を非常k宰夏1H・こして、プ劾〃してもら
つていτ・わけで’す。
竹内 先生、そろそ・ろ夕埼に借りまして・柞帯にぢ疲午
になって（と思います。
森田 尺変申しわけ〆ぶかつ仁のですIが、ネム自身・全然率
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値して．い．ま・セ＝んでしτ・カ・ら、1毛ろらよ’。一とデータ阜符っ．
てくればよがっτこのですが．…一…。．も一し二もう一一度機会バ
あれば、もうらよっと問．題を1しぼつ一であ・いでいτ二だいk
ら「、津備してお答之しτ・いと一思・いま。す。
竹内 干時間ビうもあ’）がとうございましτ（。
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竹内 二の前は戦前に偉、、ま、を合わせまして、先全に非常
に広範な分野にわf〈りお・話と承・）ましヤどうもあ1）がと
うございましk。速記を読みますと、所期の目的の尺予
は速成されk感げガいf・します。
 ごめ荊め と さは乗ζ車菜前言乏、季冬戦間もブよいと さ まで“τ・ごフ
†ごんで「けれども、二列荊と若干ダブろ両があるかもし
れまセんが、今回は戦後、あるいは全体多通、して（いづ
いろけら’話を承り1・いと思いよす。戦後にフいてはこ先
ノ生のご本（「4元今†通月色寿ム言己」）づ、許）るということ一で、率衛交の
二とにフいては筒洋にしていき↑（いと陪フてお・つまず。
 ご本の中に、高野先生、大内和生の名前ヵぐ出てまい”）
ます。高野先生と先生とのご閑．イ采と一中しますグ、そうい
う、き、て“こ’のご！トにないようデ8ことがもレジさいまし休ら
一一川A
森田 そう才・くぐんはヴいので・T。要する’に、先生に一
番近くお・イ士之しk、ヒいうヒら・かレいで’Tけれども、按
レC（（は／939年τ～フkと思います。チェコのプラヘて“国
際緋す会議グあっ†・とさに、私ちょうどヨーロッパト留
学レてお・・7）まして、それてい日本一カ＼らその目一環弟屯討会議3に
高貯光生バ日年代表で’ぢ冠之にグゴるというのて“、上田貞
＞次郎先生ヵ・ら手糸氏をいτ（τぞさまレて、先生のお・イ牛をレて
いけということて“先生をお’迎之レ†・。
 そこのところをもうちょっと言羊レくら・話ししよすと、
先生つ楽．さんは、ご存じのようにトイツの方帆て“すむ
それは先生林肩いとさにドイツのミュ／ペソ大学に留学
してお・られまレて、そこで・下宿してお・うれτ・お・家のお・嬢・
さん。とイ中よく！よられて箱楯されkんで“す。 その奥さんの
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ち・母さんがまτど生きてお’られまして、 七うお年寄りで目
もあま’）よく児之ないし、付さ添いのお1ばさんと2人て“
イ主んであ・られ・て、そうそう養老晩へ入ううと準備をレて
なられf（んですゲ、娘婿バ来るというので、それまていは
ちゃん・と家を千寺フてマ寺っ どうう ヒいうので時フてみられ
まして、そニベ先生奮かれノτこんですよ。
 孝ムわそ二で先生をあ・迎之一して． それから一ネ者にし’ヤリ
いんて“↑、別々1づフ仁んで“すけ札とも、そこで高野先生
にあ・会いして、私は系人でまτ（別の行効をしまレセ、 どこ
ドブ↑こか肩揃は忘れまレτぴ、途中で先生と一糸者になっ
てフ「八へこ入っにんです。
 （（とさにちょうど倉敷紡績の・社長さんの息子さんで∴
穴尿総一郎氏が打～若いとさて｝す。大隊んは私と竿はそ
ん引二速わオよいのて“マ．。私より少し若いと思います。新
婚では・5かフ↑（けれども、輿さんを珪札てヨー1コツ1ぐに
奉ら札に。τごまで二よそ二て“穴隊欠妾ベ  これは尺尿細
ヒ高野先生は、ゴ承知列ように高野先生が／ぐ一ジでポよ
いけれビも、束欠をお・や州く戸よフて野に下られτ〈とさに、
尺尿稔一郡んのお・尺くんの穴尿抹三郎、・倉紡達設祖の方
がお・ノ会を虫して、尺戸瓦K尺尿社会問鮒究所をあ・フく’ノ
（こなって、 そこのイ士争を高野先生Kお・イ1壬せ’にグ～フk。 そ
こへ例の教授パージて“首に78フk穴内兵衛、森戸辰男■、
その他もろもうの高野門1この人々グみんη集まってイ士事
をして抄られkんですよ。そういう関イ条て“．、高貯岩三郎
先生は尺尿殊三郎さんを杵常K恩に者てあ・られに。
 その，包5ぐんが来f・ヒいうので、先生も朴常しこ喜1，ざれ
まして、本音にぼくは感心いくげれども、大1原氏夫妻を
親身・も屋ばぬ世話をしてお・られk。でれば見てみ・フて酋
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が中いくラい伽刀な牧，いをしてお’ら札、トんで↑れフく
ブ〈感け入’）まし1・。．
 セの後は汐分この奈勿どこ州・書1’・であると帥け～
ども、イ列のじツトラーがチエコスロ／ぐギアに侵｝交してく
るというのて“大一馬資’劾に！よつまレてI，2日目にみんなあわ
乞食1て、因隊紀討会歳毛ストップしてしま小。です
から、実質的には例もなかフ↑〈んで↑。2日目の朝、先
生と一緒レ・会場べ行さましkらがランと．しているのです。
開いてみ糾、いさのう柊わ1てしまルビいう〃で’
すよ。                ’
 そういう二とで、先生と一番深くあ・つ’さ合いレて（のは
そのとさでしk。高野先生は束尺をやめられて、欠尿社
倉問題研充所の所表をして穴限にあ・られる間K大病をで
れよレて12年ば力、つ寝込んでしまわれτ（ん／ですキ。そ
の後宋末に来られて、ずフと統計学割・は、第1回にも顔
を出してくだでし・・ましτてし、 この糸充計1鴻倉の会冶＼にわ来
てぐす～でいよレkレ、 そうし・う二とでいろいろお’世話に
！8フてち’フ↑（んです。
竹内 先生は、フ。ラノ＼の工一Sエバときには、高野先生と
ご一編のホテ1レに泊まら札↑〈人ノで’すカ＼。
森田 そうr↑。一緒の小テ1レに泊まっまレて、先生に
いろいろお・話を伺っ仁のです。先1生粋常に穏ヤバけτぞ
っτ二んですけれども、私の印象でびっ’ ｭりしましkのは、
手立び教授／ぐ一ゾの門愚・一な・）まレk」ら、、先生ま・バ
1）を上げて悲憤棟慨され貞レて、日本政府けレーからぬと
いう灯、そのとさの先生バのすゴい勢いKひっくソ
しまレに。
竹内こパ本一にも少し書／rてあ’は下げれど一ポ†は
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．㍉先生に直1とIみ高さしと方木二∴一。．
森田 一戦’像一、先生は一NHK≡の会長になられ・ましk縦。セ
れ亡兄何札k～で可一れ。
竹内 7。ラーノ＼のとさは前後幾日・ぐらい一一？
森田 ご一箱一に〔効しにのはセいせい4～夕日の話です。
竹内 会場はどこで“す一が。’
森田 開会式のノ奏場は、チエつの国会亨義事堂τ～っ仁んげ
ヤケい．て“しょうか。
竹内川き隔てk向÷うの丘t、二械が州れて一
森田 そうで“しkカ・。その場所の配置は忘にまレτ〈げれ
ども、日余議事堂で開’会式をや’、て、開会弐は無事に季冬
わ。kんでTけれども、その次の目φ報告都会からいミ
いフ†。よう！よこ≒て“、実質的には何もやらないで解散レ
てしまフ1・ん㍗よ∴少し舳て血ぎで～で抑。㍑
ときは何でポ8がフkんです。やフ1州ヨー口・ソバの人
仁引ま、ヒットラーが暴れ回るというんて“、みん㌃戦々
恐々としてお1ろ↑（んで“すれ≡。
竹内 光生のご牟の．最後の肴にも、戦雲というか、暗雲
涙、ているよろブよ感い1がありまし榊。
森田 それほどて“もなかっkんですね。両野先生、二う’
いっちゃわかレトけ．札とも、私は先生Kそう深く．?黷ｵ
．†こわけいヤ’eい勿一に、先生には竹串にかわいがフ．てもう
111よゲ・気がしよすれ一・，．そ1うい1意味では・先’生1はぺ
を引さフけ，る人でし〆れ’。
竹内二の前川・・年生φ・・．与’いるい州語き刈羊1し〆
ビーさに．一藤李先生の．場合は仔険諭がゴ．専門ゼ㌧・仁r，1舛町
外フIい・て伸一二・∵よ柵㍗支・ケ∵1一・
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森田 そんテダといフては悪いけれどbね。
竹内 光生が耗計学6研冠を進められまレτ（場冶＼に直捧
白ウビいいましょうカ・、そういうあれは日本ではピグ8τ（ガ
ー一… H
森田 あめ二うは先生クラスの献言†学者は、みなどっち
かとい芝ば古い統計1掌をやフてお・られ〆。私↑（ちの世代
1・ら近代納学というヵ＼ドイソ流から離れてイギリ．ス
流の稀訂掌をや，1はしれわけですから、そういう、1・うな
学間の采説上での先生というのは臼本にはあまりkくで
んいらフレ’ヤら㌃いわけ。†～から本て“勉強レk。 ’
竹内 エールとかボーレ1でTか。
森田 ボーレニあkりバー看そのころの新知識て“しkね。
で’ ｷから一、言し述メ充計学で、 いまの推測赫計学はまだ芽が
出、て々い盲手イ、でしトね。
竹内 結局、森田先生バ日本の徒計学会に、お・いてはパイ
オニア的な一一…。
森田 そんなニヒないで“マよ。
竹内新しく記述耗計学力’ら推測杭言†学に移り変わる時
期とい之ますね。
森田 それはそうです。私τ（ちの世代からそういうよう
ナよ目寺代が拍まつτ〈わけですね。しかし、私の先輩わkく
さんいらつしゃいま†グら、私よりか先に、τ二と之はア
メリカ、イギリスKい㌧レて勉繊して．こられrk方もある
し、そ．れはみんなそれぞれそうい’う新しい時代の、色吹と
浴びて、日本の中でどういう先生というのではげしK、
世界の舞台て“弛張してこられk方でしょうれ。
竹内 基牟的には先立国といいましょうか・、イデリ又な
llアメり方々1）の一力充（先生方乞手本にされて、先生が
             65
???????????リポジトリRISM
基本的にはこフこフ自分で．研究壱也められて、ゴ自分で’
サ刀1）開いてこられ仁と理解してようしいのですヵ＼。
森田 数学の方は皆さんイギリ又へいらして、ロンド／
スター1レです勿＼カール・ピアソン、7イッシヤー、フ
ィッンヤ1自身はあまり欠字に関イ禾しまぜ・∠しでしt（から、
あのころイでリスで’勉残してさ†（という人は、ピ了ソ）／
峠己並杭打采税の危殖をしてさkhけて“すね。I
竹内 佐藤衷一師先生の「数程統計学と50年」を拝見い
す・二しますと、 らようどカー’レ＝ピ了ソ／カ＼ら1三・S一・ピ
ァソ．／にφ・わつτ二ごろで、1≡・9・ビアソ／とネイマ／
にいろいろ挿導き受けにということヅ書いてあ1）ますね。
森田 佐藤先生はお1年を召していらつしヤるけ4／しビも、
あの．方税言†学をやる二とにけられkのはわりあいに新し
い。外国へ行かれτ（のもかナ∫つ新しいて“すね。
竹’?です力、らあれを拝見しますと、先生と遣いまレて、
文部省の正規の在外研兜艮で’はなくて、私貴き基本にレ
て行か何（という二とて“すね。
森田 先生は高等師範出、ですから、そういう意味も・あ1）
ま 、！仁でしょ う 。 ヒ」（φ、〈一致ネηからあ よ リ し・し1オごス←は
お’持ちに・8れなかフ†くカ・ら、留学の順序がオη・ぴか四っ
てこな4＼？τ二人／て“すね。す～からしん1ダうしセ刀れないで’、
先生ご自分て“いらし↑（わけでしょう。
竹内 惟蘇・先生グみ考さになフf〈連執；物を見ましても、
口／ド／大学て“は数学問株の方が何人か伍．藤先生の餉に
も行7ていらして、 カー’レ・ピーアソノの楕専を受ヴてあ・
られ1〈。↑二とえば沓1リの兆条先生、それから積渓商工の
宇川先生一一…。
森田 字1リ先生もそうてすレ、そ札かう山口高剛（近麻
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鷲ヒいう先生グおられ仁。 二の先生もやつげりあそこで
す。
 て“すグら、皆さん歓学め地蔵をされて、おそらく日本
の文学では硫計学ということで・は・8かフにんす～ろうと．冨
いますけれども、イギリスヘ行かれて、そういう統計の
地紋をしてこら札k。て｝すカ・ら、牧学綱の人はみんなイ
ギリスに行かれ†（ん・です惚。
 し力・し、社倉秤学1く田、葎済相の人はアメリカに行っk
んで“す。7こと之ば、早稲田の小林新先生はアメりカにい
らレk一番」ギい才ですね。アメリカで例（ノ＼一ノぐ一ド流
の時系列分析をや、て二ら～（。で↑がら、あ札を日本
に輸入しf・のは小杯先生げヤオ8いですが。
竹内 戦前の場合て“すと、社会粁学な1）葎済学松の枇訂
1‡の研充者と紋学払氷の学者との交流は、ほとんど何か
っ†・と考えてよろしいて・しょうφ・、
森田 ほとんど々かっ仁て・すね。私は一病でマけれども、
一二篤（萎え学の先生としては渡辺ろ采〃郎先生がお・られまレ
て、先生に牧学放わパ・といっても講義セ閉いて。τぞけで
すけれど七、統計でいろいろ伎フている弐の辰閉な◆か
を仏デ不つに†りまして、先王のと二うに特フ．でいって、
「先生、 二ういうし二・う1〈やつす。んだけれども、これでい
いですか・といっにら、「統計では二んプよことて“いいんで
すヵ・ねJ といわれk。先生は、近似関休を尺胆にやるで’
しい…ういう点ポ“なことでいい々ですかねと
一いわれ仁。先生は数学者ですから、非常に厳格す～パ〈。
竹内 特に戦後に伊つましてからは、紋’学の虫卑の．方、
あ・るいはネ士金村掌、牟至紬・抑秘計学者、舶計学の研究
家は・llと芝ば日年鮒学如金蔓とト㍗散靴・身の
            6？、
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方が、～一之てさましk。そ一の’契機はと’うη．ん1でしょ一ﾂが。
」牧学忠身の’福ｪ．税計学会のメ／べ一に俗フ’ﾄ、・それっ・一ら
葎済学出身の先生方と交流包持フよ外ナ8・1・契機は、
ビういうしうに求めKは1いいので’すか。
森田  そねレはむでかしいのですけれども、 あの！トにも書
いてお・さまい・ように’、とにかく統計学会を推舳のは、
ほとんど全邦ネ士会科学奉祝の若い連中戸ルですよ。しか
’レ、別にそういう祉会科学禾施〆けて“競計学会をつく6、
そんなある意味で排他的な」気碕ちは全然狩ってあ・つにわ
けて・はない。丁ニト、その二うけ牧学禾統の人立税討の勉
強をしている人が分7よカ・っτ二んで’すよ。それで“はヒんビ
表面に出、ていら二しヤザよかパ・。
 イ甲人的に知己関俵があるという二羊て“↑ガ、τこと芝ば
私、イ貴族にお・つまして一、 馬の二ろ昭孝口6年ですから、糸者
婚レて家持って、その家バ横浜高等土業（いまハ横浜国
尺工学一狽ﾌ前年）の一先生セパと安111数・末郎光生のみ家と
1二よ↑二ま隣細～フ仁んですよ。そのとさにはもう学念が
で“きてち・つまして、同レ横浜ですから、、横浜高エーに安ザ1
先生一ヵぐいらフしやる、 そレて春先言†のことをやっていら7
レヤるということを．矢口7てお・つまして（グ9、 先生のとこ
」ろに行二で．、いろ．いろ締を伺・klノしτ・二ともあ1↑・・
わけです。そう一．いウ関イ采て“、先生は一着初」めか5ク分入
フ’ﾄいτ二τ～い丁二と患いよす。，
 あ勿牟に書いてあ’）ま十ように、最初え，タートし1くと
・さ．＝K二散掌二手弗の・方とし」・之はほ’と・んど斗～タ・人←かいラ
ー．ラレやらな～・仁。・’レかし・、1休ぽ∴ぞへ・うはっさつ稜．
．訂ち†ワていら一つレヤ1る1二≡也がわ・か㌧一でいる方のは皿とん
三と二合邦で．す．ね・ そう、㌧．1づ方1は芦．三．々．学率、関イ未亡す〆」．シ．、
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案内状を差し上げて人余してい仁τ～くようKわ一願いしτく。
 しカ、し、そういう程度τこつkんで、可よ。 それがすごんτ～
んと数学関帰の方も皆さん勉強されるようになりまし〆。
レかし、六よか体か枠バ祖グってまい1はセんで“、そこてい
一奇問題1〈な！）まけこハは、二糺もらよフと才7レコの
ことかもしれないのて“Tゲ、丸111先生が手先訂科学石サ究会
を．お’ヤノ）に衛っ仁でしょラ。 あのとさk「航訂粁掌ユと
いう言葉をお・使いにブよっτ・けれども、台分τ・ちのやフて
いる学剛ま伝統的な統計学と遮ラ〃1て1・フて、準計
学という言業をお’つくリになフk。それを英語で何、い一
うのラ・矢口りま・ゼ1んけれども、そういう名手乍ち核ケ寺にエ大
し1・国は外国にはあま11州まセん帥。ヤブば1）航訂
という枠¢中て散学の人毛やってお・。†・んでマ。特にフ
ィッシャ」あ†（りもそうて“すれ。す二だ’、フィッシャーは
カーノレ・ビァソン系采毛とイ中バ悪か、仁ヵ＼屯しれまセん。
同岬仰て・けんがしちゃフす・。同じ土俵の中でけんか
してあ1っにのて“、われわれ全く関体ないという彬ではな
いで’す。し力・し、北い1先生も、それ一からもう！人増山先
生はもフとひどい〆よ。あの先生は、オレにちは全くそん
なお・ま之仁レのイ士事とは閃像戸よいんだということて“、い
まわそういうにあ・いが少レレナよいて“ポよい。そういうこ
とて“なかグ8か人フていブ（τ～けまセんで、・どこか1〈書いて
お・いkカ、もじれナよいけ打しとも、いっか系た計学舎やりよし
τことさK、高野先生バ、どうしてあ勿連中は税計学念へ
人フて一緒に往事をしないんt～と悲憤傭慨されてあ・りま
しkがね。
 し力・し、それもドんだ々入・ていτニビくことに汀’）ま
して、北1リ先生が入会されkとさの紹介考は水谷先生な
            69
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んで“す。 どういう関係す～フ仁φ、知‘）まセんけれ’どわ。
竹内そ札ヵ’ら戦後卯齢ですと、税教研関係のスタッ
フも、／9年ていさkとさk比べますとかなり、3一之まして、
戦後㍑方々が日年稀計学会へあ・入っ㈹フ1・というこ
ともかな’）なモーメントk六∫っているんげヤないでしょう
かりIらようど先生が統教研に閑速して、評議員か何φ・一一・
…。先生が局長K穴8られ仁のは到～22年…一？
森田 それはでフと後で寸よ。航教研グで’さτ（のは、い
よお’っしゃ小よラk／9打朴、Iﾅ教研がで’さ1・起こ
！1は、本当は数学の碕究所をつ’くりkかっkうしいので・
す。 と二ろヅ、目寺局柄そういうヒ0ユァ・サイェンヌは、
この時局にそう必要ナぶいというので、何ヵ・突社倉に閑休
のある二とという二とぐ椀計星フけτ〈という、1、うに私は
開いているんて“T。
硫討という名板が上がフてあ・つますから、私も2～3
回お’イ弓いしていろいろお・話をイ司フτ（ことカぐあ1）ましτ・二け
牝とも、いずれにしてもあのとさは、杭計学会の若動も
戦争中ですヵ・らあよ1）レてあllはセんじ、学会と椀教研
と直捧に交渉する二と・もあまりな、かフ七ですね・
 戦争ヵぐ終わ1）よレて坑計学会を再建するとさに、一その
間1（数学者．で統計のことをお・やつになる才もドんτそん、；、
之てお・つましkヵ、ら、．どうしても教学の方に入。てもラ
って†島カして竜シわぬと、 し1しういまよでみ狂いに層イ房
州・い～・フこうていナよく、真◆中で’協ηレて七らわ州ブ
ればならぬというのて“、私仁ち一バ数冊の所禾さん雌賂
先生Kお・2顧し・して、・ぜひ手島カしてIく仁一でいとい・フτ（。 そ
れは奔興のとさて“すね。それで“、そこに書いてお・ごまし
トように3人ばかり八フてい上ブい↑（。これはで？さ奇
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岡くんバ間遠っているといってい仁1ブれども一…一。
竹内 8月k伺っ1・就教研剛采のことで“、何かちょγと
間遠フているということをお・つしゃフていましt・。
森田 あるいはそうかもしれまセん。私の記憶速いかも
しれません。最ネηに3’人か4ぺ搾1蔦レてい仁だいたんで
す。いよの4売言†学会の会長をしている・卜1リ先生はそのと
きk入っているんて’すわ。
 そ（ころからだんすごんと学会勿報告（中にも牧学の先
生の報告がふ乙てまい’）まレ㌧ごく最初のうちは～私
はここにわ’）ま．し†〈関イ米上、学会勿み世話をしてち・㍉）ま
しt・。そういう剛禾で、ここの虎計勾⑦数学の速中にも
て’さるドけ出て、いろいろレオぐ一トをしてもらいましt（。
レkかっ，て、ビんだんと牧学のレポートがふ乙てさまし
t（・それ一は戦争後のことで“寸ね。
竹内 その場合に特k戦後に戸川まして、標本調査でし
ょうヵ＼、あれヅ什常に実際にも応用され喜ようにな1）弐
レて、そ札も杵常！エイ足；進剤に！エフτ・んいヤないて“しょう
か。
森田 それは枕許の実用あという二とて“μ、実際そ（と
おりナすね。焼言†調査に遣史1挙、数理ヵぐ尺さテェ段割1）き果
†（すようになってさτて。
 サンプ。リング’（二とにフさましては、そういう孝之方
がはフさ！）レてさkのは、少なくとも1∋本では率ぐ・争・中か
5戦後にヵ・けての二とで寸よ。標本調査の問題とO民の
問題も賦孝に刺激されで祈常k追んrさkんです。私は
○民乃二とはあまり知らな一いけれども、戦・争中そづいう
空気がすごんビん穣厚にナよラてまい1）よ、して、」私わ統計を
ヤブてお・フkものt～φ＼ら、そういう二とについて〃少相’
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書吏を’受けτてつしよレ仁。’そ一う’オるとどうし一でも勉旗，しな
ければナ川ナ8いの’ﾅ、・学校め先生τ～がら一というIﾌで講釈
柱｝k。そういうニヒで戦争中0Rに剛禾しk話を
し†くこともありまレkね。・
 て“す水ら、いまの参議院磯；艮の後藤正たさん、元墓率
局長をしてら・っk後藤正夫先生は、私を初めて日本て“〇
一Rの勉強を始め仁ううの！人↑～といフて尺いk推賞して
一くれている勿て“すバ、それはうそtっと思いよす。τ二τ～、
いま．の雑誌「鮒・？前身パ綱’挙繊・の戦争中の
版にO Rの講釈みkいなわのを’書いτ（ことはあります。
竹・杓 それで見よすと、本当に後藤さん〆いわ札るよう
に、8本にお・けるパイオニアのノ人と孝之ても一…一・。
森田 そんなこと。ノ）オニ了す～っτ（5いまもち†んと
！いけな活動をしているわけ〆1ブれども、一らよっとあ・ち
ょっ かい出し†（す～け†づ。 最ネηビヵ、ら て“さ．にん・で万よ。 そ
の夕乏二勉多象ナ8んか全然こしていまセ1！し。 まτ（、免け致し1kフて、
それ、tづけの下地があつまゼんカ、ら欠しτ（ことで」ｳ．なかっ
仁と思いよす。しかし、そ（二一ろはあまり杭打屋バいな
カ・つ†（から、私のよう’プよ者でポそういう二とをやザよけ
れば7よらなカ・フt二わけ。時代一の等請に血られてやパ〈と
．いうことて“すな。
．竹内戦前でも穴帥’ゾ高一等商業L牝あ・さまして’は、妙
．ず授業料目で統計．学はあパたんけヤないて・．いう小。
森田 それは尺正⑦／o年代から、これは中摘’徳早郎と1く
う文部欠庄．6／っφ巧綾すご一ピ思レま，寸・けこれと1も、日一年あ
一商等敢育機関の大改享．左ヤ1ジま’’レに。そして’商等商」采、一
昨業とLhう専門学旅1∴㌢ざ々づく’1、て∴・ツーも千一
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ヤしましk。 そのときにそね一ぞ牝、牛奇レこ商等商1栗、 文学
I1二も耗計学の講座を置くような桟劉（統計学㍑ものが
進んでさて、せの中序充計時代に〆よフてさて、 そういうも
のを置力、ブ’よいヒい」づ．プ．8いという気厚い（グ8ってさブ（カ＼らす～
と思いよ榊。とにかくそういう専門学孜、特に高等高
菜、葎済系徒．の文学はそうて・す．
   〔守岡降氏虫席〕
森田 ここにちょっと座ってくt～で㌧、誰をそこに戻し
ましょう。
竹内 実は、こハ前8日ここで森田先生からお・諺をわ聞
きしT・とさに、こめご’卒の中K戦惨のことで’、仁と芝ば
税教研から日本椀計学会の倉貢に伺名かを所未の掛谷先
生カ・ら推薦してい†。τどいにんて“マハ、時期的Kはそのこ
今ハニとねんて“↑けれども、イ百カ＼それに関速して二ごとく
森田先生が勘産いしてお・㌻れるとニラがあ1あ’）とか……。
・守岡勘違いではなくて、ぼくめ記億と速。うということ
！よんで’すよ。といづめは、タ町田肯εタ（さんは前がら〉＼7て
い†（んです。 しざくとナ反一元・さ人ノは↑二しヵ＼一房者に入っに。
 ぼくグ違うといいまし仁のは、最ネη昭孝口21年て’’しkづ、
束尺であフ†二rすれ。そのとさにはぼくは出1・記憶バな
い（て“す。一
森田あ句とさはまτ～教研にいら’し1ψけ・ここ（鯨†
局）卜来て（川よい7．21年にはまず～こごし（来てないの。
守岡 記憶がないハです。 ニブちに来f（のは22年5月で
す。
森。田 レかし、21年勿とさにはあな†（は牡席されなくて
も、所未さんヵ・らξ人ばかつ、〃今私が行フ七ん†ごと思
うけれども、先生’蛯ﾆころに行7て、老父研φ、うも糸た言†学
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倉にひとつ入ってくτ～さい、協力してくだ’でいとお・願い
に行っに。それで“所禾個人も人ワてい仁↑ぞいすこと思うけ
れども、そのはか2～3人権蔦していkτ～いす（んτごよ。
守岡 そう1～と思いよす。
森田 そ句中にあ州（．八フているへ
寺岡 八フています。そルカ・ら坂わさんも入っています。
森田 いまの就きず1挙余の会長をしている小11kんは……言
寺岡 あれはまτ｛そのころいまセん・からθ
森田 そうです～㌢こに↑～れを書いたんだフす・へ3
人。
守岡 ですかラ、河田龍欠†んが前から人ってい州ブヘ
ば、そ句ときに八フにんτ～と思います。
森田  そうで’しょう。 とにかく3人はが1）所表さんから
惟蔦していf（ドいて入っす（。
守岡 ・J・川てんは入っていますね。ぼくもはフさつ知う
グ8いので“す。小1リさんは牧研に人フk州ま20年プ8んです。
森田 あ剛・は何年に卒業し仁の。
寺岡 ぼくは！9年の9日な◆で可。
森田 それで“マぐ入・トの。
守岡 そうで“す。6月にでさて、そのとさに寸ぐに入っ
†このは、兼任の人は列にし7、専任として八パ・のは何
一田青邑久さん、 それがボスで、 その下に所員として松．下嘉
米男さん、それから坂元平ノ＼さん・、その2人τごフ†（んで’’
す’。それが6月φ・ラで寸。
 9月以日にぼ／は牢葦しひ．11・わけです糺20年
の2月に手ムの家が焼けτ（んですが、20年（3月ゴろに教
研が疎開し仁んでマよ。その疎榊る直前に、小1リこん
一とI??ｮんが八フているんじゃないて“すか。
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森田 こω間、青ム盾グやめるとさに、詳レい朴常に細
かい采耗図を印屈リして配ワてくれましすくよ。 ／人ゴつ．
いフオ＼㌧入っていフやめて（とい’フー…一。
竹内 戦前の臼牟執計学会て・は、社会科学、種脊掌出年
の税計学名と、数学科出身の木プ（らの交流がほとんどな
かっにんて“すね・数学出身の方の紋わ少〆よクフ↑（て“す」
それが戦後にブよフて急にふ之†〈わけで↑けビ、戦後、放
掌関像の方が日本流訂学公の会貢にプ～フて学会が禿原レ
†1モメントをちょフとお・聞きし1・いんて「。
森田  それはいまいワτ・こよ、うト、叙研ゲ中心で、げん†～
んと教研の人が協力してくれるから、数学科の人も↑～ん
ドん学会に興味を持フてくろようkηっτ（。
竹内 穴岸関イ条で’も、理1学部叙学科虫身の後陣杯’）同イ表
に、手～ん寸～ん綱の目が祖カフていフにと理解していいん
て“しょうカ・。
森固 そハとお・つじ’ヤオよいて“すグ。
守岡航計学会が盛ん一K・8っT・ヒいうことてmすへ
竹内 日本航計学会の会員として、数学魚身め就討掌の
研先考は、戦前はんの数之るはどレかち’られ7よくて、社
／会科学な1）葎済学力身の続計学者と敏学の方とあまり交
流がなカ＼つ・仁わけですね。
 それが戦後に78りまして、わ1）あいと吏九わ蜜になフ
てさまレにし、それかう耗言す学会の会史そのもれ．して
着丈学出身の方も、3・えてさたわけですね。戦後に、 日本糸毛
言ナ学会の会員とレて数学出年の方がJ・之τこ契機といいま
しょうか。
寄岡 それは㌣つばフ森田先生が中られτてわけぐマね二・
数舳側としては、そ二に書いてお’らグーわ、けヂしよ．㌔
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森田掛峠＝生確んで協れ約束沌て、1私の紬で
は、小川、一 ⊥?A寄岡、3」人ゲ入会しに。
守岡 それは間遠いデ8いて’寸ね。
ノ丁今肉 ヤは1）競教研が稼■くプよ．っ一で、一それから大学の関係
老とい1．・ましょう’J＼ そういう人脈等々を通二・いまして、
†二と之ばた学のスタツ．7、老吏字余牙の航計学閃イ系の方ノマ
も学会Kあ・人1リ（なられkと基本的には理解レていいん
でし“つか。
守．岡あまりいいことし、ヤないんで何と、日本就計学
ノ会を盛1）立てk倣学あ人というのは教研の人！よんです。
数冊がなっ仁hけで’すη。老文学とか何ヒかの糸糸毛で。ぺ糸定言す
に関心を狩っている人はほがにいっばいいるわけです伺。
し1ろんナ8ゲ1レーブがあフて、目卒税計学会とは関イ禾グよし
1こ、自桝二らτどけでそ．れ〆けのことを中る団体とか、い
るい ろ。ブソレー7。カミわり ま し手（け ど一、 そ う じヤ六よく て、・老父
珂の人は日本坑訂学会き中心にして、そこで“自分のいう
今け研完を発表レ†（。 甲本地訂学会を尺さくしにのは錬
研の人ナよ．んで’す。
森田 これはオフレコかもしれぬテよ。
ケケ内 オフレコといわれますけγしどわ、答毒目的な桐ネ千と
しま、して、．将来、私ど．も老輩ですけど｛荊τ・ないうんな
日本の統計学の発展の歴史を見れば、学令の役目は非常
に大1ト・でマ1・ら、1の場合のい一まい1・・上り岬桟は
材一かということを記録にIと一とめてち・く．と’い．うこと1ま杵常
に’ﾓ味のあ．る二とて“す’．
森田 三九毛．才づレつで†；けと」、一私バ戦後、・紀許一学会の
，隼話をして牛1パえ、’二．れかよ、く！8ド．．二と一です・紗≒
・の．神二㍗1不∵」ム・・」て・」．．㌧1；：一≒、す1亨．疹、昨洋、、ちレ．て
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ち・っk、それはよくないことです，それから、それを数
冊へら・ラ度ししτくことも、これは孝之方によってはよくな
いこと。数冊というところに日本耗計学会の本拠があっ
て、数岬で’取！1イ士切・でいるという二とは、それη1）に
その影響は出てさますグら、卒苔い之はヤブば∫けうじ
ヤなレに、もっと中立といいまてカ・、第3の場所下で、そ
ういうお・世話kオ8らないよう1市で統計学会が経営され
ることカぐ一番望ましいことτっと思いま寸1丁れども、 しか
し、ちょっとまドそんなカはオよいわη。
竹内 ですから、やっぱり一番欠さな閃樋は、弓軍ふ規
模偉’）何け’）、 貝オ灰白勺なわのが一番欠さいでしょうし、
いまよでの発展の歴史を見で（限り、先生のようにブロモ
ークーパ8る方がお・られれんと、戸よかなか学底とい）
のは効さ二まゼんし発展しまセ々グら、歴史白勺に見まてと
これは柞常に尺さな意味グあると思うん・て“す。
森田 戦手前は、これは自主的に私がい”いろ小使いを
してお1っ↑（わけ何々で・すけれども、そういうヤドカリの
宿はなかっτ（わけ何んで“す。形式吻には孝子多所は東末商
科欠字に置いてみりまし手（けれ一とも、ト†ご名前τごけで何
七問保ナ8か？れて“す。
 ㍑とさは非常に小さい色帯でし↑・し、仁専も小さか
、す二で’～ダし、 それはそわして“よカ’7kん。て“すカく、やフは0つ
いまは会長の牧も二ん々に2000人近くなって、ちょフと
それはむでかしいて“しょう。自分自身で世帯を椅っ。～け
のダい↑圭がグよければ、どこかにヤドカりせいう札句
うちょっヒ穴さくなフて、そして数一研が度量を華揮して
それへ渡すヒいうことになフてくれれば一一一∴
 しがレ、いよ八日芥の学会、いろんな学会ありますけ
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れども、τ（と丸1ざ医一学会とか、全高玄学冶ごというのがあ1）
ますれ。これき銀行協会ヒいうよう州のが世話をして
いる、 これナ8らまτ～いいと思いますよ洞。しかレ、学会
は学会丁～けて“樟営レていくというのは、B本の学会でい
まめところよ†～そづいうと二ろへいフている学ノ会は少な
いで’しょうね。
竹内 現在ωO K学会の場合には社団法人になフてわ1）
まして、寸（しか学会の専矛蕎は、学会セ／ター4＼どこかに
頼んでヤっているようですれ。倉黄が商いです。†・こしか
今度値上げにグポ1まして、 ノ石突石皮しkんじ’や々いで’す
カ・。麦与までは年間7ooo円の会費だっにんて“マげと、ニ
ヒしから！石突破しまし仁。
森田 kと之ば、イヤ’りスのロイヤ1レ・スタテづスティ
カ1レ・ソプイェ子イー†～フて、、名簿を見てみるとずい、3ご
人／メ／ノぐ一の筆（はクいし、 了メりカη寸～・フ丁（らもフと多
いですしれ．。 です力＼ら、そね一τぞけのメ／ノぐ一をキ手フてあ・
れば、倉責て“ナノか建物七職員允雑椅て“さるでしょうけれ
ども、／000人移塵のものし’†どうにもな1）式セんわ灯。
什ケ内 τ（と芝1f、いよ工S’工φコ／フェレ／スφくブエノ
スアイレスで開かれて一わ1）ますけれども、あれなんかは
どうなんで．すヵ＼。念童1という勿はt（かτごかノ万円前後な
んですけど、各国・とも援助全が於ているんて“しょうね。
森田 そうです一．それは日本τ～って日本政府がやっばり
一番国としてコ／トリビュートレています．しね。それぞ
れ（国がク少そういう拠金はして川ます。ですから、
才一テ｝イすリーメ／ノぐ一の拠雀〉は年当にごく一都分です、
それでい納’かつ財政は相当苦しいていしょうI。オラ／ダ
の李都には／O人といないて“しょう、て“すグ9さヤうさア
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ういってまてわ。
竹内  ああいう鉱吟艮才力を土して、一々金蔓に主茎っfて1）、
ニュー Xレターφぐ釆仁り、あれド’けでもか7工’）雀二ヵべが力、
ると思うんでてけど。
森田 そんなことで“、い立工S工t～フて者州・いにやか
ましいことい4つ人／で’、 どんどん会気をし三・やレていフてよ
すわ戸よ。青はやヵ＼まレいこといってなかナよ力＼3一ヤしてく
れなかフ‘kで’すけれども。庭二夏きラ走めましてね。
竹内 そう一しますと、まk戻ってよろしいでしょデか。
 ごフさちょうど戦前にお・ける高等数育俄関にお・ける勅
書†学関係の授業科目、これは特に高等商業の場合ですと
どこて“も，はとんと持っていk。
 それでIさっさザとと関屯しまして、その首時統計学
の専門家というよりは、はかに授一案科目を．特フていて、一
統計学は副次的といいましょうグ、そういう方φくかナ8り
数多かツkんいヤ〆よいヵ＼という感じ・がする！）．ですけど、
先生わて（とえしざ横浜高商の場冶＼に倉融諒予と4完計学、先生
め場合は、航計学ナロパ1、全融諭がどこちらかという
け掌時バ’のゴ研充て“↑と副次的州のだパ（ですけど0
森田 それはひどいわんて“マよ。私が積率へ行1τ・どく
は創立2一年自で、ノ年生と2年生一ｵがないんて・可よ。統
計学は3年か講義にな、てぢパくわけです。て“すヵ・ら、
2年のとさに「金融諭。やいれ1・んです。私、一橋で
聞いτ1全融諭勿ノート、そのままといフ．ちヤ悪いけれど
・も、それを、上台にしてノーい種本フくろて、それで“講
義しkんで・すけれども、Iそうい・う二とですから＿緋十フ。
口／ぐ一でというρバっと後にな1て・よほど学校が穴
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さ1くな一ラセ・から．亡一、’’穴抵Iの」先雀1はI、特にいま6数学6先
生方は数学と税計とヤってあ・コられましτくよ。それはそ。
方が乗ビっf（で’しょうね。
 て“すグら、 高等高葉でも ㌧1ま し1フれよ う に山口と回国
の南仏．この2フ’は牧学（先生て“しト。そのはかは大体
ネ士台秤学系統の先、生〃く榊・の科目をイ町φ・持ちながらヤっ
てお・パ・で↑よ。ぼくオよんか洗訂アロハ1づポ）でち・
っ†（んで“すけれども、迫（人七あります。†二とえばこれ
は国立の学校いやないで’すけにども、いま勿耳稲田の床
次常次郎、耗計学・㌣二てお・7kです一 しかし、彼は財政
7oロノぐ一です。 そういう・、3・うプよ先生もk之でんありまし
㌃こ。
ノτク内 私の学生時代・も、一橋では中山先生と宇多本先生が
交代で統計学持仁れτ二んで寸けれども、メインめ方は葎
情理．諭で†カ・、それかう森田先生が・禾イ壬だパ〈てしょう
ヵ＼師でこいにお・らにるとさK・一橋に毎週／．銚1
見1之に7よって糸壱訂各詳ポヒいう詳字義＝乏なく？に。
森田 てうて“しτ・ね。’それは戦争の後の方、／9年ぐらい
力、ら、・采／壬講師でぺ各論め方をわ’手伝い‘く行7でいまIレて、
そにがす“フと糸をいてな7τ二んです，て“すから、中山先生
にして■も杉本先生にしても、徒計学なんかやるのいやで’
一しようがなかっ†こんビな。一 ｻれで、ぼ＜k来いというこ
とにな一っ†ζんですメ。
竹内1私は学生時イ式、中山先生の奉走訂掌も卒多年先生ム稀
計学一う講、義は問いでいテよい々です・いま．でいう洋往々昧
、一七お〕はセん・中ム先生の；尿細ま出席レセ州まIレk
を、れから先生雌訂械は1ち・叶一と坤我ており！。声・ニトて、
率年一はい．印さ．章レ乍㍉．．㍉．1．．一山へ．、．コ、、．二、、一二、一．、一、．一i
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森田 てれはどうもありがとう。
竹内 やけり戦前は専門家がケながラす（一一一。
森田 専門家が少〆8かっにということもありますし、そ
の者時（専門学依ではヤはリ文体力w1参舛目で、選択秤
目というのはほヒんどあリ貞七んからね。秤日数がそう
多くながフ仁んですよ。そして先生の数抑艮5れていま
すから、先生が何か2っ持た！よさや……。／つがメイ／
で’、も．う！つの方は片子間ということで’すからね。どう
してもそラいラサ／に1よるん↑すね。
生ケ1勾  それカ＼ら、いままで“のみ・話の追二艮といt〈しまして、
先生め何†午にわ反、バ械計学めゴ研究と放育の問題にフ
いて、先年のいよまでの何†年というご箱1酸を適レて、
いろいろ‘ジ意見あるいはご主張、あるいはご’感神お閉が
せいtこt～さkいと思うん／ですけれ．ビも……。
森田 ／可ていうヵ・、とにφ・く青の統計と速いまレて、い
まの航訂は、非常に幅毛広く、奥行きが深くなフてさτ・。
青は1人で何で七ザは、て、けである種良二帆る
ような間口と率ぐr～っ†（です1ブれと七・いまとてもそん
！よこといきまセニんヵ、ら。弟久なんかどこへ（ラkってイ町に
もわからないような学問め広さ、深さになってさkて・す
わ。
 tこτ～、これはどこの学会で’も夫盈の悩朴だと思います
けど、そういうことに〆よフ仁↑（めに、共通の広場という
ものφ、†づん†そんキ青ちにく くプよラ十＜｛っけですね。 そ して ぞ
（f・州（学会の経営というものがむず’かしくなってさて、
τ二と之は巳牟て“申しますと、日村～けじヤないて“しょう
けれども、計量経済学が離れてしまっτ〈て“すね。種1済学
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部門て“の、つま’）耗訂と密接一に剛糸のあるそういう定証
的なもの 勿べ、 糸売言すの火田の中てや一るよ りか独立 し てやラ τ（
方ガよとまりがいいということで一、国際的に計量葎清掌、
エコノメトリップス・ソサイエ子イーグああいうようk
商隻れてさましkし、日本て“も程言甫羊至済学会が、そして糸至
済学の火田て・娩計的な交祉的は鬼殖をしている人バ、就訂一
学会を相手にしばいて“、みんηそっちの方て・片兜の発展
をするし、そこき中心k活動をするようKなっています
しれ。
 二ういつちヤ悪いけれども、競計学会に残フている程
済学者という州4、 これもオ’フレコτ～けれども、そう．い
うことにな1）ますしれ。で’可から、統計学会の経営もむ
でかしいで’すね。一
村内 らようどこめ7月に、先生が関両人学で切周年言己
念の講演をオよさいまして、あのとさに最後にら’絞れにな
っ†・と思いますけど、．いまお・話い・7川れましτ〈二とは、
日年旅計学会がよ！）一層発展する／・めの指針て“し1州
森田 どわな二といいまレ仁かれ。
竹内 いまらようどいわれ†〈よう戸よ共遜しの場といいまし
ょうが、フまり学会の移営ということを孝之1・場合に、
いろいろの専門の林野バあフて七、共通．の場といいます
カ＼何かそういうセクションを設けけいと、やは！）ばら
ばらにグよフてしまうといラー・
森田 そうで1か。そのとおり1でしτ・戸よ一・
 箱局、アメり力の学会でもイギリ又の学舎て“わ、 それ
ぞれ部会的な紐稽キを特フていますわね。7’メリカなんか
は、それぞれ邦倉列の忠版物も土していま↑わ伺。そし
てとにカ＼くたさく六よりまレkから、 その学会に虫でくる
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レポートを全部！冊にまヒめるというのは六変ηごとで“、
都会別のレポニトをつくるという桝・なっていますね。
そういうふうにしてそれ・ゼれら’互いに意思の亙U’合・〉、
話が通じ’合うよゲよゲルーアで勉狼する場にしナよいと、
これは聖書のkと之になりますけれども、／くへ）レの潜み
す（いなものになってしまいま↑と、そ・れで崩れてしまう
わな。
 ヤフフば1）日本a）祷討掌余も／000人ヒいうメンノぐ一を把
之るように！よったん1～から、少レはそういう、1・うなエ穴
をレて、こ一れは解体するんし・ヤなしに、むレろそバ方バ
しっかりと固まフていくような気がTるんて“すけどね．
竹内 了メリカの場冶・ですと、ノ各セークンヨ／ゴとにプロ
シーディ／クスがちゃんと印刷されていまして、ビ’ジネ
ス・ア／’ド・エ〕ノIミツ7・セクンヨ／、そういう巧が
虫でおつま一 ｷし、仇からソーンヤ川セクンヨバあ
！はすレ。
森田 矯つか巧セブン包／ズ、アメ．llヵはイ／ステづチ
ュー gが↑こくぐん分ヵ＼れていま↑わけ。それはみ医者で
んもいる．xノて“寸しれ。 日ノドの1宇合て“も、 そうし・う、3、う1（
辛P会に〃トけてレオぐ一トしているんて“すけれども、 それφぐ
狗∵と。いっφ＼学会ごとのテンォぐラリーなも人／で．すか÷ね。
それをもう分レパーマネ／トな形にしてエ天して一みkら
と．思うんて“すけれビもね。
竹内 光生のいまム・話しになら札τ〈二とに閏追しますと、
私とい場合、1・ヒ之は後絡老養成て“しょうへ大学院
の一学」生なん勿’養成立る場ノ合トにも、将来を見亙一して、いう
んなこどき孝之4ければなシぬと思うめて｝すけど’、本当
に油分伯されてさている面があり・ます。kと之は時秦列
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戸よら時，采1列をI中1｝二’し」セ．いる者と、6＼一いろんプよ方，バムて
くると思ラんで’すけ．一 ﾄ、．これ一からのそういう’､究老巧養
．成ということも、歳計学の場創三’いろいう問題があるヒ
思うんで’す。   I
森田 τ・と之げ大1学晩一の学生に†一マを選はセる場合で
も、ヤ1ばつ青と速1＼まして’A非常・同題が特殊化して
いよすからね。そめ問題を2年、3年ヒいう間にまとめ
るのに手いフばいで’Tから、ビうして市知識が専門化さ一
れ・・特殊伯で札る・てIういうこヒになつますから、 その
方はそφ方てず’ラとやっていかなさヤなら弧と、悪います
けれど’も、ヤはり全体のベップグクウ／ドというわのが
泌釘づヒ思いますので’、それも忘札ちヤいかぬと．思いま
すね。学会としては、そういう／ぐツフグラウ／ドを尺さ
く束ねていくという使命が／つあると思いま↑担。
 ですヵ・らド穴さく束ねる件孝とそれから偶々の問題、
個々というとグ、レノトでく一なつ過一ざてまずいんですけれ一ど一
も、全体の．中立ある音附的な行動が㍗、るような、部分
的一ﾈ一?ｮで【w問巧進歩を図．フーていくことがでさ．1るような
．そザいう租餓も学会の中K持っ二とが必要じ一ヤなIいです
，カ・ね。
 ですから、念体のバッラクラウ／ド78’しに個々の問超
芝一やバも悪いし、佃ψ二問題はうちて“はやらない、ん†七
・ヒI｢う二とて“はみ〃よ挫’狽ﾄしまうレ、そこ，めと」二ろ」ケ
む・でヵ、しいとこ一枇ヒ思い：ま・マけれども．ね。そんブボ、．と
考れいま、す・と∴臼．暮れて左遠しゃφ・ら。二
竹内，九生に、はべ一い一ろい沁凧れ．1τ三ぺ1；、とがあ1づ一、’ま寸
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件に戦後の統計行政といいましょうか、これを再速、確
立される降に、光生が一番ご昔心なさフτ（点といいます
か、 †（くぐんあると思いますけど、、先生このごノドをち・書
きになるとき、なるべく客観杓ということで’、「私。とい
う立場はなるべく後引（壮ヤつ1々よフてお書きになフて
いるというご酉乙慮、がこぐ’いますが一一…。
森田 それはそうて“すけれども、正直にいいまして、老
いときのことはわりにょく覚之ているんで寸よ。私グこ
ニベ米まして、ちょうど／o手間局長しておフT・んで“すけ
れども、非常k短かフkて・す枳。夢のように過ぎてしま
っtこといフてもいいかと思うんて“マ。
 はとんどその間精し・っぱい仁専してあ’。か・川～と思い
よすけど、何にも頭に残ってないとい・て言い通ざレ’ヤ
ないようナよ気バするんですIB夢のように適ざてしまっτ（
という二とて“すね。
 それは、 いろいろ老労しすくこともあっf〈か句しれまセ1
ん。初めのうザとにかく学校の先生が役人にプよっ仁ん
で“すグら、卒当に役人のイロノ・もわからない。特に私の
ような人間は、ずい、3こん足りなカ・フ仁ん↑～と思います。
それで・これはそこIﾉ書いてあフkかわし札ぬし、書いて
戸8いいもしれぬが、粁常に足ザみいという二とて“、大内
先生カ＼ら呼ばれて、 活 を入れらナしk二・ともありま してくし、
あいつ足1）ないから、もうケ．し1ごれかわさ伎っけておけ
と．’いうんで、正本君整列、張フてさて、俵、それ弐で椀
訂基準局といパ（かな、そ二で美濃部氏の下にあ・っτ（ん
で’ ｷよ。それと私のところへ私の†フ“て“  そのころは
非彰に役所という舳簡車で、都や課の租餓を変乙よう
と思パ・ラ簡単にて“きτ・しね。
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竹内 局未権限でて“さ↑（わけでしょうか。
森田局禾権限ヒいい．よすへ何もヤがましい二といわ
れなかっkですれ。戦後のビぐくさで市グら、人の酉乙置
ナ8んグもあんま’）㌣かまレくない。定資ヒかなんとかあ
フτニニとはあっにて“すけど、簡単に変之られすくですよ。
それで’、統計局は局長てごけt～フにんですけれども、そこ
に次表といフτ・一か俘。
ヰ岡 次・長で．“す。でもあれば正式の職名げやプよ〈て、一通
称で’寸ね。
森田 通称で寸φ・。そうで・すか。どフらにしても、通称
ハイ町て“も次表というんで、正木君を私勿藍祝役に速札
てさ1・んでT。
 ところグ、統計行政の拡張で、各省の杭打邦がみんな
局に坪柊しまして、．それで“正木箔は商工省の耗訂局表し（
戸よフて、いまの玄手尺の先φ方に商工省の桑屯言†局が来ま
して、そこへ正木君移っていっτ（んで“マ。それでも私は
・少し教育されず二んだ’ううね。それでいいことにナよフkら
しし・ム〉レど’1プど’ね。
 統計行政といつkフて、就訂全般の行政は墓孝局があ
って美濃部氏がやフているルですからあれて“すけ牝’ども、
私は一生懸命に地方の人（ゴさげ・ん双フて働いてわらフ
て、そういうれ方て・お・つましにから、て・さる1とけ地方
にサービスして、枠方勿職．更め方’とでさるてぐけよくお・話
茎して、そうし、うようは気持ちではち・フ下くらしいて“すね、
ですから、私（ま地方勿人τ（ちにあま1け4（さ上1デられる
ことはなかフ仁て・↑．ね。いまでも、．一その二ろれい人と
よくお・つき合いしてち・ります。す～ん1づん減ってさましk
けれど毛。
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竹内払、いよ学部長などというポス1一にポ〕まして、
研究一は非1剤（でさ戸よい。先生は局長の！0弁間、いろいろ
研宛の成果を発奉されて川ますが一…㍉
森田 はとんと勉強する時間～・フ1・で寸。私の斗5ヵ・5
竹ですから、一番尺享戸よビーさや。’それを役人でお・フτ・も
んていすグら、イ町に竜学問的なイ士争、 といフす（って、もと
もと妻頁φくノくカなノし↑～カ＼1ニブ穴じず（ことでさない。
竹1勺 了ウトプットの業績リス・ト見ますと一着逓Lの年分
の専門で研兜されている方よりもす（くさん・了ウトプ！ト
をお・比、しになフている。             ’
森田 決してそうびゃあリまセんよ。特に年とってから、
ますますイ列に七でさフェくなつまして、 そういう、壱、では、
グえ7て一べがっτ（のカ・もしれぬな。学校の先生ば’グ’）や
．ってお㌧仁フて大し†（ことにならオよかフ†（でしょう．。そ
ういう言いわけがて“きるτづけ、私は幸セニ〆っτこかもしれ
よせんよ。そうドう意味で’、後椅はレてお・つません。
竹内 先生は一番役人らし．くない役人といいましょうか、
学者局長でマガ＼一ら。
森田 そんはことないて㍗。とにかく学者とい之る学者
じゃないですけれども、勉強をしてお’ラ↑〈人間が・τ二よ
にま時局の剛粂で’こういうふうにな’）．まレて・これはあ
る意味で欧米並・みに近い形τごフt（ん1て“すけれどもれ・欧
米ヒいフ1・ワて全部カぐそうぴヤないで’しょうけれどポ
大体ヨーPツペ流の競訂の位孝という州ま、航訂巧ユキ
又へ一トバ責イ壬狩フてやってい6ん一て“すね。目茶は、そ
れに近い方もいらし・れと馬1いますけれビも、普通のお役
’人あ方が黄イ壬持・てやフて古られて、一それを依術屋で今
が技官岬、㍗州’守るという似っけす∵・1州∴
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イケ内 そうい’う志、てばこ先一生が局・長時代に、寄岡さ二んな
11水⊥、さん、そゲ・ケ寺門家と一いいましょうカ・、エキス
／＼o一ト’としてのそういうち・役人を育て㌧一れた功穣はたさ
いんげヤないで’・しょうか。
森田 それは夕方、・私一が責任者だパ・ですカ・㌧、下の方
にも同レ’ような気風で’イ土享をレていkτ～くようIは形に、
ある程度チよフτ（んじ’やないカ・と思い章・す。役人的ブよ考え一
方げヤ格しに、歳計の土キスパrトとレて一いういろ鬼一繊
してもい、仁享もして弔らう、幾らかそういう傾向た
つτこのかもしれまセん。それはその人そ八人によつます
われ。
 tこけと、役所というと二ろは、人を仁くさん促フてイ上
等をしてもらラんで“Iす・から、 それτ～けではいけまヤ人／し、
人住いも上手kしてやっていヵ・ぬとれ。私は辛＾不幸4・・
一番一 gップて・、人使いのとこうはいい貌務課長さんが手
伝ラ．ゼ〈ドすフて、そういうナ面はも㌧ば5む願し・、し一ﾅ．
ぺ1・て“びら・、そ’う・い．坤て1は棉に幸せ1～パ・と陪
一いま．す。
竹1勺ここに出てまいりますが・ム中さん1きっI激Cし
ょうか二、総務課長兼任で・’…’。
森田’’これは、それご寸・＝まt三まこ二（恵務課長さんが
病気K俗られまして列1込批〆ので、．それを幽＝る二・／士
辛」ち鮒季夏柵柵局の鮒Lをレ、て州・ま←、1≒一山’中二氏
に、，わりとウマが合．っ」仁」 煦黶X吋グー5旗んで、、．’どち1ちが
本二泉・舳巾よ州・’そ“il．、師1ジ←て、叶」・1千∴’
一粒期ミ間t～7－kです1ナ’Iぐ∵もね、。．、．一、、一．、．三 」、．．．．、
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えば馬とそれグら稿理府の禾官の間に人フて．、仁と之は
概算要求㍑＼いろいろな問題冷めまして、そうドうと
さは、女房役の次表的な方グいろいろヤ㌧れkわけでし
ようカ＼。先生はあま1）そういう場には一…・。
森田 占領中は、符に耗訂のイ士辛にっきま．しては、占領
軍の司／ト部の方と直箱して、し・しろ司令邦の意伺で’動い
てお・／1ましτ（ヵ・ら、白本の政府の内閣のL乃方は。むし
うノータッ千なんで’す。ですから私のヒさには、特に初
め占令昼中は牟部へ行フて、それで官房長宿や二総務長官K
いういう報告するという、3・うなことはほとんどなが㌧仁
で’す。
 いまは、 そんな二と ヒて七ダメで寸よθ ノから／σユで’
全都あれゼ川ればとてけきまイんけれども、そザ
ろはそれが『令部の方、アメリカさんの方を伺いてイ士李
してお・っ†（わけて“万よ。い麦の局長さんが禾官のとこう
へ行くのと同し’よラに．わにわれは了メリカの司冷部ヘ
イ了フて一ノ：～孝艮告してお・っ丁く4つけて“すよ。
 そういう形1こつf（ですから、私州くい〆8案人の役人で’
も・そういうふうな形の衣渉は候所の上下関係とまkI．速
う色合いグあるて“しょうから、て“さす（んですよr
 それが・．‘占領が終わりまレて俊5一弁ばかつヤ？てぢ7
τこて“すけにども、ネ刀めのうちはそめ空気が棟けまセんで∴
天体それと同．じ・ようなイ士号。のやり方て“よかフkわけです
一けれども、ドん〆んとそうし’やいか松ようになり手して、
そうプ’よりますと1ゴくじヤダメ〆、二朱人イ文人げヤ……。 そ
ういうとさには、棉務青緑さんみんなしっ州してあ・っ
すこからね。
竹内や1ガ1伝統的舳奔の官係制度といいましょうが、
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そういうオ千手岨みφぐ非常にカざっちりしていて、先生は村占
領軍ヒの剛禾で、いよでいいよすと、未宕的な役割つを
ごれてち・って・（が、分度は雑理府・沽術姉の禾官オカ／I
何州を意識し18いと、新しい／士辛いれる場合にはや
1）にくグバペ。・
森田 それは極期な言．い方になるかもレれまセんけど、
それに近いあれで寸われ。レがレ、号引・よつ一まレては、
やフぱりあんま1）いい感じしなカ・っτ〈のかもしれません
ナよ。 とさど’さそんな皮肉いわれましkげと∴ね。 しかし、
あより接触する必等が州・小ですレ、俄倉ポ8が1に
で’すね。 その、壱、はhりい衆t～フt（ですよね。
竹内 守岡ご人。、ての当時の邦下とい†（しまして、森田
局長に付するご感想はいがバでしょうか。
守岡 一番下め方丁～グら……。（笑）
森田 そ一んフエ三と㌃いで寸よ。
．竹内 私が学生時イでこちらにお・伺いし↑てこういらレkの
は、寺岡さんと永ムぐんぐらいて“寸ね、エ宍又パートの
方々でし†（から、いまでも非．常にそういっ†く意味で視近
感をキ奇っ て一一一一一。・
森田 私ばこ（人に非帯に助1＋’て七らっτ・んτ～。そ仙ま、
tこと之ばずい、ザん原稿っくってポ÷いまし仁〆よつ
守岡 あまりないで寸。
森田 あまン）帆一・が、ノ戸しあフτ二よアよ。τ（と之ば、どっ
か地方へ行って話をするとさの話の種をつくって毛らフ
τこり、イrヵ＼一ゴあ〃＼乍’ノ群レいあわしをしてもらっτ（二と茅）
1は†わ。イ町†～フにφ＼いまちょっと思いねせまセんけ
どね。いろいろ助けてもらっτ（ですよ。 そういう点では、
守岡先生沖串に棉整にイ土・事してく†ゴさいますからね。私
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．自身が自分でやる より ヵ・、 す“っ．といいデータを フく って
一くt～さるかザ尺変助グはしτ・よ。
竹内 先生は本当にいい都下をあ・掃引こナよって、それか
う部下の方々もいい局予をお持ちに格つ’（一…一。
森田 いや・いい局長の方はどうカ＼知らぬけど、．いい部
下はいい部下上ﾅすね。（笑）
竹内 本引（人間関休がさちんとして’いまセんヒ、なか
な．カ・二ういう欠さな組織件き動かすのは大変で寸から。
森田まあそうぐす肌この綱局ポある意味㍗戦
争を境．にレて、近代化されτ・わ78。†はつ戦争前の稀訂’
局というのは、七ちろん航言†の専門家ヒしてここでイ士・事
とレて二られ↑〈方、Tcくぐんあるんて“すけれども、どっ
ちかとい．うと、いい意味にち・いて職人ですわね。
 それ1べ戦後．は近代的ナ晩弦をして、学問として耗訂あ
勉舷い．〆て、そういう方に手1友フていτ・τ～くことにナよ
11ましkかられ。そういう意味で近代イいれτ・ですね。
てれ以前は職人的なあれでしtこね。ですいら、これはも
のすゴいもんですよ。tlヒ之ば、いま二札平気なんてつ。
本当」は、ぼくは非常に不満？んですけども柵。τ二とえば
統計与鑑つくるて・しょう。あれで“太さなミス、プリントが
ヒさどきあるんです。者はそ’れがあワ†二ら昔もんt～っ†（
んていすよ。て“すから、非常K厳密に校正をしτ（。その努
力は非常なもん†こって・と思いま仰。いま、そうい．う二
とわりに・ル．一ズに々・ているやそれは孝之方の速いもあ
1はす帆，ども、粗樹そのわ州昔と速・てさ1どこ．とも」
あるて・しょうね。
斤ケ内  者の方は角分に与之ちれ1↑〈／士享というのIは天沸曳’と1
材て、1の自・かに与之シれけぐは本引て最善を尽く’
            91
???????????リポジトリRISM
’一 撃ﾄ・鮒k．間年Iい1よ一1べようト←・い一う意細、一いまと大
分3量ってあ’）ましτ（ね。
森田そう’いう点で沖常に感心して赦わ1はし†・のは全
子†んね。あ勿人が年鑑の編集をしてち・られに二非常に
綿塞なわんでレて．ね。一々物差レで糸且み方セはか7て、
校正わ非常1・やカ・まレIいですれ。そういうイ土率州土方は、
ヤっ ぱ！ノある禾包皮ここ1二毛イ亥糸た白勺Kあフτ（んで二寸よ。 台
そらく’戦後もそういう伝統はあフ．て、そういう先1輩に但
込麦れτく人バずっとや1フてさてあ・られまレ仁よ。しかし、
たん〆んそれが叙少なくな一ってさ仁わη。
竹内  tこんだん寸ラリ’マン化して．きτ〈ん。じヤないでレ
ようグ。というヵ＼青でいいますと、いい悪いは到にし
ま．レて、．tことえば8時が柊案になるとし↑・場合に、6時
でもク時でも台分の立・てk目標はちヤんとやってから帰
る。それがいまは夕時に々っトらさフと、ある一いは．夕時
前φ・ら支度を’レて帰フちゃうヒφ・、そうい．うあれがある
んじ’ヤ格いでしょうか。せ（、中、時世が違フて1・1るから、
あ．打しで’ギげと。
森一田 そういう土と・1ま別に、一とこでもそういう碩伺が火
レはあるんでレ法うけどね。τ（才～、．時間白勺k非常にパ．ン・
クチュア1レて“・あるヒし＼うのは・、欧米、特にアメリ〃なん．
々・そうですれ。非I墲ﾉはバーりしていま†佃1そ勿かカ
！Hこ、崎間中は非常に蜜産高1く位李していま可ね’・そ．ク
い1う点はやフばし日本と違う、ヒこう、。
」竹内．尺分時・町1ち．＝まし仁木ら∴細く．く。勺’1と．←ま1、一しズ、
．最後k私ども俊準のIH声†1学研率肴卜狗φ・一∴㍉
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すヵ・ら、そういうことて“あれば、さっさいっk学会の狩
未勿あつ方というものきやっぱ’）皆さんでノ綬討レていす（
†ごいて、そして学会が尺さ（禿展レていく方匂を見つけ
てい↑（↑ぞくヒいう二とが一番欠専tごと．思いま寸ね。新し
い時代ですグら、新しい友一雄っくらぬと刺しいお・潤は
大打しられよ→±ぺ！レね。
 そういう占、で、・ネ充計学会の杵来・発展という、3・うオよごと、
これはやつげり学会として一番穴率なことですから、そ
ういう方向を兄さわめて善処していrこτど’くということ’、
せっ かく こ二まで・イ中びて さて、 ます ますむず’かしく、なる
でしょうげれど七、それに対処’して、どうllうふうにが
レ’を’取フていフす・らいいヵ・という二とですね、
竹内 ビ、うもありがヒうございましに午前中に先生講
義なさフて力・ら、一kんお・家へお・帰りになフて、ま†（お
戻っ一になって、あ・疲れのと≒うを年当にありがとうゴざ
いよし〆。
 いろいう予定はしてさkんで’’す（†ど……・。
森田 予定どんなことグありますφ・。
竹内 お聞さレτ〈いヒ思いまし仁二とは、この’前の9月
と！ト回で一…・。
森田 あるいは私、簡単k書くごヒがていミるようナよ二と
て・あれば書いて毛ようしいで市レ、t二と之は個条書きに
していて（だ’いて、 それについてイ町かメモでも待伏しろと
いう÷とであれば、いフで’もぺ1τ（しますから・これでみ
しまいじ’ヤなレにζ’うゼ・一・・㍉
 どうも長い二と本音にありがとうございまし†㍍
竹内 二ちらこそ年当に禾時間ありがとうございましτ・。
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